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前号で、私は、学生時代以来ずっと研究対象にしている20世紀初頭ドイツの教育実践家・
教育改革者にして教育理論家・教育学者でもあるケルシェンシュタイナー（Georg Kersche
nsteiner,1854-1932）が1905年に出版した『描画能力の発達―新しい研究に基づく新しい結
果』の初版本を所蔵しており、これを日本では私しかもっていない「お宝本」と自慢にして
きたのが、NACSIS-Webcatで調べてもらうと、三つの大学附属図書館に所蔵されているこ
とが判明し、「お宝本」としての価値が一挙に下落したことを書いた。それとの関連で、今
回は私がケルシェンシュタイナー研究において多くの図書館のお蔭を蒙ったことについて述
べてみたい。

ケルシェンシュタイナーは教育実践家・教育改革者から教育理論家・教育学者への仲間入
りをした人物で、彼の著作の多くは、それに対する批判や異論が現れるたびに、また彼の立
場や見解が変わるごとに改訂され、あるときは別の雑誌に掲載された論文が増補されたり、
またあるときは新しい字句や術語によって内容に訂正が加えられたり、逆に一部削除された
りといった具合で、版を重ねるうちに次第に初版の原型を止めなくなるのである。したがっ
て、彼の著作のこのような「特殊事情」を知らずに、その初版の出版年だけを頼りに彼の教
育思想の展開過程を叙述すれば、とんでもない誤りを犯すことになりかねない。

故人を鞭打つことを控えるため、お名前は挙げないが、ある先輩研究者はケルシェンシュ
タイナーの教育思想の発展を、下表のように分けておられる。

 　　　　　　　　　 前小期（1899 ～ 1901年）　実証主義的時期
　初期（1899 ～ 1913年）　
 　　　　　　　　　 後小期（1901 ～ 1913年）　 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社会教育学的人格教育学的時期
 　　　　　　　　　 前小期（1913 ～ 1917年） 
　中期（1913 ～ 1926年）　 
 　　　　　　　　　 後小期（1917 ～ 1926年）　文化教育学前期

　後期（1926 ～ 1932年）　…………………………………　文化教育学的時期　

初版、増補版、改訂版
―ケルシェンシュタイナー研究の落とし穴―

図書館長　山　﨑　高　哉
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先輩研究者はケルシェンシュタイナーの教育思想の発展を、このように厳密かつ詳細に３
期に分かち、その上で、「ケルシェンシュタイナーの初期教育論に於ける公民教育、労作教育、
性格教育の概念」について論じられた。しかし、先輩研究者が実際に論じられたのは「初期
教育論」だけではなかったのである。

一例だけを挙げよう。ケルシェンシュタイナーの代表的著作『労作学校の概念』(Begriff 
der Arbeitsschule)は1912年に出版された。初版は本文73ページ、ミュンヘンにおける労作
学校組織の実際について述べた付録を含め95ページの小著であった。しかし、1913年には
増補され、143ページになった。1917年の第 3 版においては、労作学校に関する概念がより
科学的に解明されるとともに、付録が86ページに拡大され、198ページになった。1920年の
第 4 版と1922年の第 5 版では大きな内容変更はなかったが、1925年出版の第 6 版には、「労
作の教育学的概念」という章が付け加えられた。それで、第 6 版は252ページとなった。そ
の後、1928年の第 7 版は労作概念に関する若干の修正があっただけで、1930年の第 8 版も
何の変更もなく出版された。ナチス時代にはケルシェンシュタイナーの著作は出版禁止とな
り、『労作学校の概念』の第 9 版が出版されたのは1950年であった。

ケルシェンシュタイナーの代表的著作『労作学校の概念』に限っても、このような増補・
改訂を重ねているのであり、最初95ページであった本が、最終的には256ページにまで「発展」
しているのである。他の主要著作においても事情はまったく同様である。

いささか遠回りをしたが、先輩研究者の論文「ケルシェンシュタイナーの初期教育論に於
ける公民教育、労作教育、性格教育の概念」では、「労作教育」の概念において、すでに「教
育的意味における労作」が問題になっている。もちろん、彼は「初期」においても、そのよ
うな意味の労作概念を知らないわけではなかったが、先輩研究者が引用されている労作概念
は、上記1925年出版の第 6 版 第 3 章の「労作の教育学的概念」で論じられているものであり、
先輩研究者の言う思想発展の時期に直せば、「中期」の「後小期」に相当するのである。と
ころが、何の吟味・検討もなされず、それがそのまま「初期」教育論における「労作」概念
として取り扱われている。しかも、これは単なる一例にすぎない。

私がケルシェンシュタイナー研究に際して、これを「他山の石」として、彼の著作の成立
事情に十分な配慮を払い、厳密な原典批判を行って、先輩研究者が陥った轍を二度と踏まな
いように心がけたのは言うまでもない。したがって、同じ著作でも、版ごとの比較研究をす
るため、それぞれの版を探すのに大層苦労した。例えば、Begriff der Arbeitsschuleは、京
都大学の教育学部図書室には 2 版と 7 版、それに戦後版しかなく、当時は、残念ながら、
NACSIS-Webcatはなかったので、ありそうな図書館の目星をつけて検索・閲覧を願い出た。
初版を奈良女子大学附属図書館で見つけたときの喜びはたとえようもなかった。大きな増補・
改訂が行われた第 3 版は、日本の図書館のどこにもなく、ドイツ留学時に見つけ、いまも大
事に所蔵している。他のケルシェンシュタイナーの著作に関しても、同じような悲喜劇を繰
り返し、ケルシェンシュタイナー研究をまとめたが、いまなお、お世話になった図書館に対
する感謝の気持ちに衰えはない。　　　　　　　　　　　　　（教育学部教授・やまざき　たかや）
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　図書館浄土宗文献室が所蔵する資料は、明
治以降の浄土宗教化資料を中心に構成されて
いる。収集には多くの宗内外の協力者があっ
た。いま検索可能になった『浄土教報』は、
明治期の仏教界の事情を、浄土宗を中心に他
宗派の動向を交えて報道する宗教機関紙で、
本学の誇れる資料の一つである。しかし浄土
宗文献室にはいまだ整理討究されていないも
のがある。担当者自身の能力不足を顧みず昨
年本誌に報告したのもそのような視点からで
あった。

　乾板写真『継志学寮時代』の一文は、知恩
院継志学寮とはなにか、それはどこにあった
のか、を調査したのである。これを浄土教報
に依拠し述べた。職を去るにあたり責の一半
を果たした、と考えていた。しかし時を置か
ずして図書課長藤堂祐亨さんから『紀念継志
会記録』の一冊が提示された。井川定慶氏の
寄贈だとのこと。図書館に所蔵されていたこ
との不明を恥じながら内容の検証を試みた。
以下その報告である。

◉体　裁◉

　和綴で青い表紙に白地貼題箋に『紀念継志
會記録』（以下「記録」と記す）と記された
縦228㎜×横160㎜の書冊である。中綴紙は、
和紙様の藤色罫線と飾り匡郭の一紙二十行の
罫紙が使用されている。これを中折りして綴
じたもので手製かと思われる。全六十八丁で
本文は二十丁で残りは白紙である。いまは帙
に収められている。

◉構　成◉

　第一丁表裏は、内題か、捨紙の意味合いで

あろうか、白紙である。第二丁から三丁表裏
にかけて「紀念継志會幷ニ紀念継志学寮設立
趣意書」の見出しを毛筆で記す。『浄土教報』

（以下「教報」と記す）第九百四十五号　明
治四十四年二月二十八日（七）上段以降の掲
載文と同一である。ただし「記録」には、会
則、寄付についての記述はない。第四丁表裏
は白紙である。
第五丁表の書き出しは

継志学寮在宿

大正六年卒業　　文学士　　　石神徳門
大正二年卒業　　文学士　　　定　恵苗
大正三年卒業　　文学士　　　山鼻聽瑞

で始まり、以下空白が続き第五丁裏十行目に
「大正七年度記録」と毛筆書きで始まる。
「趣意書」とは別筆である。

　大正七年度は一月二十六日、二月三日、二
月二十三日、六月二十七日、十月十七日と
十一月に日付のない記録があり,総計六件の
会合記録である。会合の翌日に記録されおり、
複数の人たちで書き継がれている。理事が記
録したようで、文末に理事と署名をする。内
容は具体性を欠くがその時々の活動は類推で
きる。役員、会則などという語句からである。

　大正八年度記録（八丁表）は一月三十一日
に始まり十二月六日まで九件の活動記録。寮
生との遠足、講演会が中心である。とくに椎
尾辨匡博士と京大石川日出鶴丸博士、仁保博
士の鼎談は、浄土宗門、洛陽人士の耳目を惹
いたようである（十丁表）。「教報」の報道か

井川定慶師寄贈『紀念継志會記録』
三　輪　晴　雄
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ら明らかである。

　大正九年度記録（第十一丁表）は、二月
十八日の総会に始まり十一月一日の五件を記
録。前年度を踏襲する活動状況である。注目
すべきことは十月十八日新入生歓迎会で堀田

（義成）、三枝樹（正道）の二人が理事を委嘱
される。前の理事は堀田、杉野（享信？）で
ある。理事は継志會会合の記録をしたことを
考えると、第五丁に記されている三名はこの

「記録」の最初の理事ではなかったかと思う。

　大正十年度記録（第十三丁表）は、六月
十一日と十一月十二日の二件である。六月は
椎尾博士の入洛の機会を得ての講演会（この
件については全く読めていない、文字が薄く
判読すら困難である）。十一月は三高寮生伊
藤演亮の急逝を悼む記事である。

　大正十一年度記録（第十五丁表）は、二件
である。記録件数は少ないが、内容は継志會、
継志学寮を百万遍了蓮寺から知恩院に移す議
が挙がり、以降実行へとすすめられた経緯が
記されている。

　大正十二年度の記録（第十六丁表）は、二
月一日、三月十日、三月十二日、六月二十六
日の四件の記録である。年度の前半に集中し
ているのは知恩院役宅への寮の移設が果たせ
たことによる。

　大正十三年（第十九丁裏）二月七日、二月
二十一日、三月十三日と十一月三十日の四件
の記録である。二月、三月は開宗七百五十年
遠忌記念に協賛した「開宗記念信仰相談会」
などの活動記録である。十一月は継志会学寮
に関わった吉見広勝の死去と百万遍での本葬
に花環と弔辞を捧げたことの記述である。

　大正十四年（第二十丁表）は、五月二十一
日都ホテルで総会を開く、と出席者の名簿を

挙げたのみ。余談であるが翻刻の過程で「預
餞会」の語句に出会い「大学入学時」に出合っ
たことばで懐かしさを覚えた。いまではコン
パという。

継志會、継志学寮の設立（移設）
　　　－「紀念」から「知恩院」－

　大正七年から書き起こされて大正十四年に
終わる「記録」は、大正十一年に継志會、継
志学寮を再構築しようとする記録に注目しな
ければならない。しかし、記録者が多人数に
わたり、筆勢に巧拙があり、さらに文字の濃
淡が著しく、翻刻に時間を要した。十分では
ないが理解できた範囲でここの責を果たした
い。

【翻刻】

大正拾壱年年度記事

十月三十日
知恩院特別宝物（二字不明）。来会の者二十数名別に
東亜美術院研究会会員多数。講師澤村助教授
其他知恩院の幹部数名土川師石川博士。
会後知恩院より特別に昼飲と茶菓を受け尚
今後継志会が社会へ対する方面、宗教界へ対する
発展等の懇談会を開き色々好都合なる話となる
継志会の前途を期して待つべきものありき其の条件
の一、二をあくれば

一、毎月一回位の座談会を開く
二、春秋二期に公開の講演会を催す
三、寮の問題
四、基本金問題
五、其他

大正十一年十二月二日夜信重院に於いて
本会総会を開く
会者　　伊藤祐晃　　吉見広勝

塚本善隆　　小林義道
川瀬光順　　定　恵苗
前田聴瑞　　大島徹水
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江藤澂英　　藤堂祐範
決議事項
知恩院山内に於て本会寄宿舎経
営之事

右経営方法
一、役院を以て寄宿舎に充つる事
二、本山より右に必要なる経営費の支
　　出を仰ぐ事
右実行委員を左の四氏に委託す
る事

前田聴瑞君　　　　川瀬光順君
富森大梁君　　　　藤堂祐範君

　継志会の社会貢献と将来方針の五項目をた
て、それを実行すべく、まず知恩院山内の役
宅に継志学寮を（了蓮寺から）移し、知恩院
の援助を仰ごうとすることである。前号「常
照」においてこのあたりが釈然としないと指
摘した。ここで了蓮寺から知恩院役宅に移す
端緒が明らかにされた。了蓮寺からは京大、
三高へは至近距離であるが、寮の狭さ（拡張
が困難であった）と老朽化のため発展を望め
ない。もともと継志会、継志学寮の設立趣旨
は、寺門後継者、檀信徒の子弟が京都の官公
立、私学に通学するのを援助し、そのなかで
宗教情操を高めることを目的とした有志組織
である。このことは前号の『常照』にしるし
た。明治44年以降次第に収容者が増えて施
設設備に問題が生じてきたと考えられる。

　ここに名を連ねる人物は、京都の宗門教育
界、学会を牽引した人たちである。知恩院は
この要請によく応えたことになる。
　大正十二年二月一日の記録は、信重院での
継志会新年例会と予餞会に合わせての継志学
寮設立実行員会の開催を伝える。このときの
参加者の名簿は以下の通りである。

【翻刻】

実行委員　前田　川瀬　富森　藤堂

欠勝　義孝　高畠寛我　欠菅原菅雄　欠□堂
義正　出須賀隆賢　出入中村徹恩
欠定　恵苗　欠小林義道　小林瑞淨　本庄良
教　常済□□　水野隆樹
欠富森大梁　入出杉野□□　出入大島徹水　
欠前田聴瑞　出入郁芳随円　出入藤堂祐範
欠伊藤祐晃　入出江藤澂英　入出高田實隆　
入出片岡□□　北川全龍　入出□□□□　欠
吉水順孝
入出井川定慶　伊藤典孝　入出塚本善隆　欠
神谷清久　服部行雄　欠珠山順哲　欠川端隆
巌
梶原隆徳　欠才田正則　入出三枝樹正道　入
出　佐藤秀堂　入出堀　　　入出吉見広勝
出席者　特別会員　八名　弐拾四円
正会員　　八名　　拾六円
計四拾円

＊□は解読不能

　これは知恩院継志会設立に関わった人の総
名簿と考えてよいであろう。小文字の入出欠
は会費納入と出欠席の確認印と認められる。
□は読めない字である。案内状を出した人た
ちの当日の状況を記録したのであろう。佛教
專門学校教授、華頂、家政、東山、上宮の校
長、教頭、教員と京大、三高生の名が見える。
このなかの幾人かは本学に子孫や縁者として
おられる。何か書きつけでも残っておればご
教示いただきたい。名列末には出席者人数と
会費報告がある。

【翻刻】
五月下旬華頂山内役院に華頂継志学寮の門
標を掲げ第三高等学校生井上順孝入
寮す

　と、大正十二年五月末日知恩院に華頂継志
学寮の設立体裁が整ったのである。設立への
意気込みから見るとあまりにもそっけない記
述である。お祭りの終わったあとのよう虚脱
感の雰囲気が漂っているようである。
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◉まとめ◉

　『紀念継志会記録』は、百万遍了蓮寺中に
有志で設立された紀念継志会と学寮を、祖山
知恩院内に移し、祖山を母体とした育英事業
として位置づけた記録である。時間の流れか
ら見れば「移設」であるが、組織の観点から
は「設立」と呼べるかもしれない。『知恩院史』
においてその前史が述べられないのはここら
かもしれない。知恩院が役宅を当てたのは、
知恩院の育英事業として取り組み、「開宗記
念事業（七百五十年）」の一環として進めた
のではなかろうか。

◉追　記◉

　この「記録」は、継志会、継志学寮が有志
の活動から組織団体の育英事業に代わる経緯
の記録である。それゆえ目的を達したか、こ
こで記録は終わりとなる。「教報」第千三百
九十二号大正十二年十二月十九日（十三）上段に

「醒めたる継志會と眠れる興学舎」と題し、
　京都帝大三高を中心とせる本宗信仰団たる
継志會は創立以来既に十数年の歴史を有
し・・・時勢の推運は自然同會の興起を促し・・・
最近浄宗信仰の熱誠家仁保石川両博士の如き
同会に関係するに至り・・・その将来は注目に
値すべき・・・京都における継志會と略同性質
を有する・・・東京に興学舎あり・・・継志會よ
りも古き歴史を有し・・・浄宗に関係ある各大
学生を収容しつつ・・・有力なる人材養成・・・
近は著しく衰微を来し下宿営業と殆ど異なら
ざる状態・・・

　継志会は、興学舎の驥尾に付して起こった
にも関わらず、いまやその活動は目を見張る。
興学舎は単なる下宿屋に堕したと慨嘆してみ
せる「教報」である。余ほど腹にすえかねた
るものがあったのであろう。しかし有志によ
る興学舎運営は、当時澎湃としておこる慈善
事業の組織化に立ち向かうことは不可能であ
り、継志会が有志運営から組織運営へと脱皮

しようとする意趣とは自ずから勢いは異なる
であろう。「教報」が興学舎の低調を嘆くの
も一理ある。「教報」の草創期において、陰
に興学舎の支援があったことを知らなければ
ならない。社屋は当初興学舎に置いていたと
思われる。また宗門の機関紙の地位を得るま
で興学舎が出版していた書籍の頒布権をもら
い、次に版権までも譲りうけることで経営基
盤を固めていった。「教報」の記事を斟酌す
れば興学舎を単に貶めている記事とは認めが
たいのである。興学舎を報ずる記事は継志会
よりはるかに多いことを知るべきである。
　ところで継志会と興学舎の双方に共通する
人のあったことを紹介しよう。
　大正四年早稲田大学英文科を卒業した須賀
隆賢である。氏は、興学舎に寄宿し卒業後し
ばらく「教報」紙上で筆をふるっていた。の
ちに帰京し佛專時代と新制佛教大学で教壇に
たった。帰京後に継志會設立に関わったので
あろう。このことから須賀隆賢氏は興学舎と
継志會を知る人物である。このとき帝大英文
科で同宿であった、矢代幸雄はのちに日本美
術史、美術評論家として名を馳せ、初代大和
文華館館長を務めた人物である。矢代はこの
寄宿で仏教の素養を身につけたか、興味ある
ところである。

　乾板写真『継志学寮時代』と記された箱書
きに導かれてここまで深入りした。ここへ誘
われ資料提供を教示された藤堂課長に御礼申
し上げます。また書くように促された図書館
専門員古川千佳さんには時間ばかりかけまし
たことお詫びいたします。
　いままた昭和26年に記念継志会発行の『継
志会報』第一号が届けられた。

（図書館元参与・みわ　はるお）
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御
伽
草
子
と
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ご
ろ
ま
で
に
製
作
さ
れ
た
比

較
的
短
編
の
物
語
で
、
中
世
小
説
、
室
町
物
語
、
室
町
小
説
な
ど
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。「
御
伽
草
子
」
の
名
は
、
大
坂
の
書
肆
、
渋
川
清
右
衛
門
が
そ
れ
ら

多
く
の
伝
承
作
品
の
中
か
ら
二
十
三
篇
を
輯
め
て
、
享
保
（
一
七
一
六
～
三
六
）

の
頃
に
、「
御
伽
文
庫
」
と
し
て
刊
行
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
。

御
伽
草
子
は
、
写
本
、
版
本
と
も
多
数
の
作
品
が
伝
存
し
、
豪
華
な
絵
を
と
も

な
っ
た
奈
良
絵
本
の
よ
う
な
写
本
か
ら
版
本
ま
で
、
ま
た
大
型
の
巻
子
か
ら
大

小
、
縦
横
型
の
冊
子
ま
で
、
多
様
な
形
で
読
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
大
型

の
冊
子
や
絵
巻
物
の
奈
良
絵
本
は
禁
裏
・
公
家
、
将
軍
・
大
名
家
の
姫
君
た
ち

の
嫁
入
り
道
具
の
ひ
と
つ
と
し
て
調
度
の
本
棚
を
飾
っ
て
い
た
し
、
挿
絵
入
り

版
本
は
江
戸
時
代
の
町
人
層
を
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
内
容
は
、
空
想
的
な
も

の
か
ら
教
訓
的
な
も
の
ま
で
多
岐
多
様
に
亘
り
、
そ
の
数
は
三
百
篇
を
超
え
、

様
々
な
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
主
人
公
や
舞
台
に
よ
っ
て
公
家

物
、
宗
教
物
、
武
家
物
、
庶
民
物
、
異
国
・
異
郷
物
、
異
類
物
と
い
っ
た
分
類

方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
か
な
ら
ず
し
も
こ
れ
ら
の
分
類
通

り
に
す
べ
て
が
収
ま
り
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
以
下
に
そ
の
分
類
の
一
例
を

示
す
。

公
家
物
…
主
人
公
に
禁
裏
や
公
家
の
貴
人
を
据
え
た
作
品
。
平
安
王
朝
物
語

を
土
台
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

宗
教
物
…
主
人
公
に
僧
侶
や
神
官
等
を
据
え
た
作
品
。
稚
児
譚
、
発
心
譚
、

神
仏
の
起
源
を
語
る
本
地
物
な
ど
。

武
家
物
…
主
人
公
に
武
士
等
を
据
え
た
作
品
。
中
世
の
軍
記
物
語
『
平
家
物

語
』
等
を
題
材
に
し
た
も
の
が
多
い
。

庶
民
物
…
主
人
公
に
庶
民
を
据
え
た
作
品
。
※
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
文
学
作

品
に
庶
民
が
主
人
公
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の

で
、
画
期
的
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
庶
民
に
身
近
な
題
材
が
日
本
の

近
世
人
を
読
書
へ
と
導
い
た
と
い
う
功
績
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
、『
も

の
ぐ
さ
太
郎
』『
浦
島
太
郎
』『
一
寸
法
師
』
な
ど
の
作
品
は
現
在
も
昔

話
と
し
て
身
近
な
存
在
で
あ
ろ
う
。

異
国
・
異
郷
物
…
唐
天
竺
や
空
想
の
国
等
に
舞
台
を
設
定
し
た
作
品
。

異
類
物
…
主
人
公
に
人
間
以
外
の
動
植
物
や
器
物
な
ど
を
据
え
た
作
品
。
動

植
物
、
器
物
な
ど
の
み
を
描
く
も
の
と
、
人
間
と
の
交
渉
を
描
く
も
の

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
御
伽
草
子
の
中
の
何
篇
か
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
に
ど
こ
か
で
読
ん

新
収
資
料
紹
介

『
い
は
や
』

　
　
　
　

―

御
伽
草
子
に
み
る
臨
終
観―

古

川

千

佳



『
い
は
や
』
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だ
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
の
あ
る
作
品
で
あ
っ
た
り
、
知
っ
て
い
る
話
が
含
ま

れ
て
い
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
を
お
そ
ら
く
ど
な
た
も
経
験
さ
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
。
老
若
男
女
、
庶
民
の
間
で
語
り
継
が
れ
た
話
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

庶
民
の
文
学
と
も
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

『
い
は
や
』
の
書
名
に
つ
い
て
は
、
置
き
去
り
に
さ
れ
た
主
人
公
の
姫
が
一

時
期
育
て
ら
れ
た
住
居
に
因
む
も
の
で
あ
り
、『
岩
屋
の
草
子
』『
岩
屋
』『
岩

屋
物
語
』『
岩
屋
姫
物
語
』『
対
の
屋
姫
物
語
』
な
ど
の
多
様
な
名
称
で
呼
ば
れ

て
い
る
。
本
文
系
統
に
つ
い
て
も
、
和
歌
を
多
く
含
む
本
文
か
ら
簡
略
化
さ
れ

た
表
現
の
本
文
を
も
つ
も
の
ま
で
多
様
な
形
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
散

佚
し
て
存
し
な
い
王
朝
物
語
『
い
は
や
』
を
改
作
し
た
御
伽
草
子
と
い
わ
れ
て

い
る
。
既
述
の
分
類
と
し
て
は
主
人
公
が
公
家
の
姫
君
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
公

家
物
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
母
を
な
く
し
、
継
母
に
育
て
ら
れ
る
過
程

で
の
不
遇
を
抱
え
た
物
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
継
子
物
」
と
い
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

ま
た
、公
家
物
と
は
い
え
、登
場
人
物
の
行
動
範
囲
は
都
か
ら
九
州
に
わ
た
っ

て
お
り
、
途
中
に
は
、
貴
族
の
目
か
ら
は
貧
し
く
賎
し
い
者
と
さ
れ
て
い
た
海

人
な
ど
庶
民
の
暮
ら
し
の
あ
り
よ
う
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
当
時

の
暮
ら
し
の
中
の
仏
教
に
関
わ
る
言
葉
が
多
出
す
る
の
も
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。た

と
え
ば
、
御
本
尊
、
無
常
、
憐
れ
み
、
文
殊
の
化
現
、
一
周
忌
、
第
三
年
、

書
写
の
山
、
御
命
日
、
来
迎
、
阿
弥
陀
、
焼
香
、
金
泥
の
法
華
経
、
皆
水
晶
の

数
珠
、
御
経
、
臨
終
、
後
生
善
処
、
奈
落
、
功
力
、
十
悪
五
逆
、
上
品
蓮
台
、

仏
性
、
念
佛
百
遍
、
行
者
、
冥
途
の
旅
、
妄
念
、
菩
提
、
供
養
、
往
生
、
地
獄
、

六
道
、
輪
廻
、
出
家
、
要
文
、
法
文
、
魔
縁
、
不
思
議
、
か
み
そ
り
な
ど
で
あ

る
。以

下
は
主
人
公
で
あ
る
対
の
屋
姫
が
十
数
歳
の
若
さ
で
継
母
の
謀
に
よ
り
海

へ
沈
め
ら
れ
そ
う
に
な
る
場
面
の
こ
と
で
あ
る
。

継
母
よ
り
姫
を
な
き
も
の
に
せ
よ
と
の
命
を
受
け
た
家
来
は
、
昏
睡
状
態
の

主
人
公
を
海
に
投
げ
込
む
際
に
、
姫
を
そ
の
ま
ま
海
中
へ
投
ず
る
べ
き
か
、
あ

る
い
は
み
ず
か
ら
の
死
を
自
覚
さ
せ
て
沈
め
る
べ
き
か
を
悩
ん
だ
末
に
、
姫
を

眠
り
か
ら
覚
ま
す
こ
と
を
選
択
し
て
臨
終
の
念
仏
を
促
す
。
戦
や
病
の
中
で
の

避
け
が
た
い
死
を
前
に
し
て
の
臨
終
で
は
な
く
、
突
然
、
死
を
強
制
さ
れ
る
少

女
に
臨
終
の
念
仏
を
す
す
め
る
の
で
あ
る
。

家
来
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
姫
を
海
に
沈
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
岩
の
上
に
置

い
て
去
る
の
で
あ
る
が
、
二
十
八
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
実
母
の
菩
提
を
弔
う

日
々
を
送
っ
て
き
た
姫
の
生
活
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
家
来
の
心
の
動
き

と
行
動
は
中
世
日
本
人
の
死
生
観
、
臨
終
観
の
一
端
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。

本
学
所
蔵
の
『
い
は
や
』
は
小
ぶ
り
の
縦
型
奈
良
絵
本
で
、
本
文
料
紙
は
金

箔
を
多
用
し
た
豪
華
本
で
は
な
い
が
、
登
場
人
物
の
目
鼻
に
は
愛
ら
し
さ
が
あ

ふ
れ
た
筆
遣
い
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
冊
末
近
い
部
分
で
、
明
石
浦
を

出
発
間
近
に
姫
が
い
な
く
な
り
、
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
一
行
の
様
子
を
記
す
箇
所

が
欠
落
し
て
い
る
。
な
お
、
岩
屋
の
草
子
は
最
初
に
あ
げ
た
渋
川
版
「
御
伽
文

庫
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

【
も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
】

主
人
公
の
姫
の
父
・
堀
河
中
納
言
は
妻
（
姫
の
実
母
）
と
死
別
し
、
三
年
後

に
後
妻
・
北
の
政
所
を
迎
え
た
。
後
妻
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
先
妻
の
遺
児

で
あ
る
姫
は
対
の
屋
に
部
屋
を
移
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
降
、
対
の
屋
の
姫
君
と
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よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
物
語
が
『
対
の
屋
姫
物
語
』
と
も
呼
ば
れ
る

の
は
、
こ
の
居
室
名
に
ち
な
ん
で
い
る
。
対
の
屋
姫
は
和
琴
、
琵
琶
な
ど
に
秀

で
、
見
目
麗
し
く
育
っ
て
い
た
が
、
実
母
の
病
、
早
世
か
ら
沈
み
が
ち
の
く
ら

し
と
な
り
、
自
室
に
こ
も
っ
て
母
を
弔
う
日
々
を
送
る
よ
う
に
な
る
。
後
妻
に

は
主
人
公
の
姫
よ
り
一
歳
年
上
の
娘
が
あ
り
、
表
向
き
に
は
平
穏
の
時
が
流
れ

て
い
た
が
、
父
・
中
納
言
が
太
宰
帥
と
な
っ
た
た
め
、
一
家
で
筑
紫
国
へ
と
下

向
す
る
。
海
路
の
途
中
、
明
石
の
浦
に
停
泊
し
、
翌
朝
の
出
発
を
控
え
た
夜
、

継
母
の
謀
に
よ
っ
て
対
の
屋
姫
は
、
海
に
沈
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
が
、
殺
し
き

れ
な
か
っ
た
家
来
に
よ
っ
て
海
上
の
岩
の
上
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。
姫
は
舟

で
通
り
か
か
っ
た
海
人
に
救
わ
れ
、
明
石
の
浦
の
海
人
夫
婦
の
岩
屋
で
暮
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
中
納
言
等
は
、
姫
は
海
へ
沈
ん
だ
も
の
と
思
い
、
姫
の
婚
約
者
四
位

少
将
は
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
出
家
す
る
。
一
周
忌
、
三
回
忌
の
法
要
を
終
え
た

こ
ろ
、
二
位
中
将
と
い
う
皇
子
が
、
湯
治
の
帰
途
明
石
浦
に
通
り
か
か
っ
た
際
、

姫
を
見
染
め
て
都
へ
連
れ
帰
る
。
二
位
中
将
の
母
で
あ
る
北
政
所
は
息
子
が
海

人
の
子
を
寵
愛
し
て
い
る
と
知
り
、
嘲
笑
す
る
た
め
姫
を
呼
び
出
す
。
し
か
し

予
想
に
反
す
る
姫
の
美
貌
と
教
養
の
高
さ
に
、
周
囲
の
者
た
ち
も
感
嘆
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
正
式
に
妻
と
な
っ
た
姫
は
、
中
将
と
の
間
に
子
を
も

う
け
、
一
族
繁
栄
、
栄
華
を
極
め
た
と
い
う
。

本
学
所
蔵
資
料
『
い
は
や
』
の
書
誌
調
査
に
あ
た
り
、
国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
お
い
て
貴
重

な
資
料
の
閲
覧
を
快
く
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
余
談
な
が
ら
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
岩
屋
』
の
詞
書
に
は
界
線
の

替
り
に
各
行
天
部
に
針
穴
で
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
絵
巻
物
の
詞

書
に
こ
の
よ
う
な
工
夫
の
あ
る
こ
と
を
平
成
十
一
年
、
前
任
の
京
都
大
学
附

属
図
書
館
に
お
い
て
創
立
百
周
年
記
念
展
示
を
行
う
に
当
た
っ
て
学
内
所
蔵

の
御
伽
草
子
百
点
余
す
べ
て
の
書
誌
調
査
を
行
な
っ
た
際
、
発
見
し
た
の
で

あ
る
が
、
美
術
品
的
意
味
合
い
の
あ
る
絵
巻
物
に
は
墨
跡
の
残
ら
な
い
押
界

さ
え
も
邪
魔
な
も
の
と
し
て
な
ん
と
か
考
え
ら
れ
た
方
法
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
書
館
首
席
専
門
員
・
ふ
る
か
わ 

ち
か
）

【
書
誌
】

金
砂
子
、
金
彩
の
草
花
を
あ
し
ら
っ
た
紺
色
表
紙
に
朱
色
題
簽
が
貼
付
さ

れ
、
本
書
の
書
名
「
い
は
や
」
は
こ
の
題
簽
に
墨
書
さ
れ
た
外
題
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
見
返
し
に
は
銀
の
箔
を
置
き
、
そ
の
上
に
金
銀
の
小
さ
な
切
箔

を
ち
ら
し
た
つ
く
り
は
、
冊
子
形
奈
良
絵
本
の
典
型
的
な
装
訂
の
一
つ
で
あ
る
。

標　

題
：
い
は
や

通　

称
：
岩
屋
の
草
子
（
統
一
書
名
）

外　

題
：
い
は
や

内　

題
：
無
し

製　

作
：
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
か

形　

態
：
列
帖
綴

数　

量
：
上
中
下
三
冊

題　

簽
：
朱
色
地
に
金
彩
草
木
下
絵

表　

紙
：
紺
色
地
に
金
彩
草
木
絵
表
紙

見　

返
：
銀
箔
置
紙(

布
目)

に
金
銀
切
箔
散
し

本　

紙
：
雁
皮
紙
に
奈
良
絵(

十
葉)

お
よ
び
墨
書
詞
書

大
き
さ
：
縦
二
三
・
六
×
横
一
六
・
八
㎝

詞　

書
：
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
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表　

紙
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そ
も
〳
〵
せ
い
わ
て
ん
わ
う
の
御
と
き
三
条
ほ

り
河
に
中
納
言
あ
り
す
へ
の
き
や
う
と

申
人
お
は
し
け
る
か
い
へ
と
み
さ
か
へ
何
事

に
つ
け
て
も
と
も
し
き
事
ま
し
ま
さ
ね

は
よ
ろ
つ
御
心
に
か
な
は
ぬ
と
い
ふ
事
な

し
し
か
る
に
大
田
の
み
か
と
の
み
や
し
ら

河
の
ひ
め
き
み
と
申
を
見
給
ひ
し
よ
り

御
こ
ゝ
ろ
あ
く
か
れ
さ
ま
〳
〵
御
心
を
つ
く
さ
せ

給
へ
と
も
な
ひ
か
せ
給
ふ
け
し
き
も
お
は
し

ま
さ
て
あ
か
し
く
ら
し
給
ふ
と
こ
ろ
に
御
心
さ
し
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の
い
ろ
ふ
か
く
あ
り
し
か
は
な
ん
に
よ
の
な
ら
ひ

の
わ
り
な
さ
は
う
ら
ふ
く
か
せ
と
つ
ゐ
に
な
ひ
か
せ

給
ひ
け
り
た
ひ
か
さ
な
れ
は
人
し
り
て
ま

こ
と
に
雲
の
上
人
も
も
て
な
し
か
し
つ
き

た
て
ま
つ
る
ち
き
り
く
ち
せ
ぬ

　
　

な
ら
ひ
に
て
み
や
く
わ
い
に
ん
し
給
ひ
ぬ

　
　
　

月
日
か
さ
な
れ
は
ほ
と
な
く
御
さ
ん

　
　
　
　

へ
い
あ
ん
せ
さ
せ
給
ふ
あ
た
り
も

　
　
　
　
　

か
ゝ
や
く
は
か
り
な
る
ひ
め
き
み

　
　
　
　
　
　

に
て
そ
お
は
し
け
る

▲
母
宮
御
産



（7）

中
な
こ
ん
世
に
う
れ
し
く
お
ほ
し
め
し
ゐ
つ

き
か
し
つ
き
給
ふ
こ
と
か
き
り
な
し
御
と

し
の
ゆ
く
に
し
た
か
ひ
て
い
よ
〳
〵
ね
ひ
ま

さ
り
ま
た
ひ
わ
こ
と
な
と
を
も
十
さ
い
よ
り

う
ち
に
て
そ
の
み
な
も
と
を
き
は
め
よ
う

も
ん
ほ
う
も
ん
こ
ゝ
ろ
に
か
け
て
つ
ね
は
御

ほ
ん
そ
ん
の
御
ま
へ
に
ま
い
り
む
し
や
う
を

く
は
ん
し
あ
は
れ
み
を
な
し
給
ふ
さ
れ
は

も
ん
し
ゆ
の
け
け
ん
と
み
な
人
申
あ
ひ
け
り

さ
る
あ
い
た
此
ひ
め
き
み
十
の
御
と
し
三
月

十
五
日
の
あ
か
つ
き
よ
り
は
ゝ
み
や
風
の
こ
ゝ
ち

と
て
な
や
み
給
ふ
か
し
た
ひ
に
お
も
り
て
十
八

日
の
あ
か
つ
き
つ
ゐ
に
は
か
な
く
な
り

た
ま
ふ
御
と
し
廿
八
お
し
か
る
へ
き
御
よ

は
ひ
な
り
中
な
こ
ん
お
な
し
み
ち
に
と

か
な
し
み
給
へ
と
も
ひ
め
き
み
の
御
ゆ
く
ゑ

お
ほ
つ
か
な
く
て
ち
か
ら
を
よ
は
す
し
や
う

し
む
し
や
う
の
な
ら
ひ
と
り
へ
野
の
ほ
と
り

に
を
く
り
御
あ
と
の
い
と
な
み
さ
ま
〳
〵
と
り

お
こ
な
ひ
給
ふ
御
か
た
み
に
は
ひ
め
き
み
を
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あ
け
く
れ
ま
ほ
り
給
ふ
つ
な
か
ぬ
月
日
な
れ

は
ほ
と
な
く
い
つ
し
う
き
た
い
三
年
も
す

き
に
け
り
さ
て
あ
る
へ
き
事
な
ら
す
と
て

御
一
も
ん
の
人
〳
〵
す
ゝ
め
給
ひ
て
は
し
め

て
き
た
の
か
た
を
む
か
へ
さ
せ
た
ま
ふ
か
ひ
め
き
み

に
一
つ
あ
ね
な
る
御
む
す
め
を
も
ち
給
へ
り

我
ひ
め
き
み
人
の
ひ
め
き
み
も
へ
た
て
な
く

お
ろ
か
な
る
ま
し
と
て
む
か
へ
給
ひ
け
り
さ
て

き
た
の
か
た
め
や
す
く
も
て
な
し
給
へ
は
中

な
こ
ん
よ
に
う
れ
し
く
そ
お
ほ
し
け
る

き
た
の
か
た
い
ら
せ
給
ふ
日
よ
り
に
し
の
た
い
を

し
つ
ら
ひ
玉
の
こ
と
く
み
か
き
た
て
宮
は
ら

の
ひ
め
き
み
を
す
へ
を
き
給
ひ
け
り
そ
れ
よ
り

た
い
の
や
の
ひ
め
き
み
と
は
申
け
れ
あ
け

く
れ
は
ゝ
み
や
の
御
事
の
み
お
ほ
し
め
し

て
御
ほ
ん
そ
ん
の
御
ま
へ
に
は
か
り
お
は
し

ま
す
さ
て
ま
ち
か
く
お
は
し
ま
す
右
大

臣
と
申
人
の
ひ
と
り
子
四
位
の
せ
う
し
や
う

と
申
人
か
の
た
い
の
や
の
御
事
を
き
ゝ
給
ひ

て
め
の
と
を
か
た
ら
ひ
中
な
こ
ん
と
の
に
申
給
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へ
は
い
か
ゝ
あ
る
へ
き
と
お
ほ
し
め
し
て

申
け
る
は
な
に
か
く
る
し
う
候
へ
き
右
大
臣

の
ひ
と
り
子
に
て
御
さ
候
へ
は
露
を
ろ
か
候
ま

し
御
た
う
し
ん
あ
れ
か
し
と
申
せ
は
さ
ら

は
と
て
り
や
う
し
や
う
申
さ
せ
給
ひ
け
り
さ
れ

は
い
か
な
る
け
し
き
の
事
に
や
た
い
の
や
十

三
の
御
と
し
ち
ゝ
中
な
こ
ん
つ
く
し
の
そ

つ
に
な
り
給
ふ
か
た
さ
い
ふ
の
た
ひ
に

お
も
む
き
給
ふ
か
き
た
の
か
た
お
や
子
た
い

の
や
の
ひ
め
き
み
を
も
く
し
給
ふ
へ
き

よ
し
き
こ
へ
け
れ
は
四
位
の
せ
う
し
や
う
め
の

と
し
て
中
な
こ
ん
と
の
へ
の
た
ま
ふ
は
ち
ん
せ
い

ま
て
は
な
み
の
う
へ
お
ほ
つ
か
な
く
侍
れ
は

た
い
の
や
を
は
み
や
こ
に
と
ゝ
め
給
へ
か

し
と
て
も
御
や
く
そ
く
の
事
に
て
候
へ
は

と
申
さ
れ
け
れ
は
中
な
こ
ん
お
ほ
せ
ら
れ

け
る
は
た
さ
い
ふ
へ
下
る
へ
き
に
は
あ
ら

ね
と
も
た
い
の
や
は
ゝ
う
へ
に
を
く
れ
て
の
ち

い
つ
と
な
く
つ
ゆ
お
も
け
な
る
あ
り
さ
ま

を
い
つ
か
は
は
る
へ
き
し
の
ひ
か
ね
た
る
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袖
の
う
へ
ほ
し
あ
へ
ぬ
さ
ま
の
か
な
し
み
を
い

つ
な
く
さ
む
へ
し
と
も
お
ほ
え
ね
は
ひ
き

く
し
て
う
ら
〳
〵
し
ま
〳
〵
を
も
み
せ
ん
た
め

き
た
の
御
か
た
お
や
子
を
も
た
い
の
や
の
と

き
に
く
す
る
な
れ
は
た
い
の
や
と
ゝ
め
ん

事
は
ゆ
め
〳
〵
か
な
ふ

　
　

ま
し
き
よ
し
を
の
た
ま
ふ

　
　
　

せ
う
し
や
う
ち
か
ら
を
よ
は
す

　
　
　
　
　

さ
て
み
や
こ
を

　
　
　
　
　
　

た
ち
て
よ
と
へ

　
　
　
　
　
　
　

つ
き
給
へ
は

　
　
　

せ
う
し
や
う
も
よ
と
ま
て

　
　
　
　

下
り
て
さ
ま
〳
〵
と
ゝ
め

　
　
　
　
　

申
さ
れ
け
れ
と
も

　
　
　
　
　
　

か
な
は
す
し
て

　
　
　

す
て
に
と
も
つ
な
と
き
て

　
　
　
　

御
舟
と
も
い
た
し
け
れ
は

　
　
　
　
　

せ
う
し
や
う
み
を
く
り

　
　
　
　
　
　

給
ひ
て
な
く
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ
へ
か
へ
ら
れ
け
り
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さ
て
そ
つ
と
の
く
た
り
給
へ
は
江
く
ち
か
ん
さ
き

の
ゆ
う
く
ん
と
も
ま
い
り
け
る
そ
つ
と
の
御
ら
ん

し
て
我
を
お
も
は
ゝ
た
い
の
や
の
ふ
ね
を

も
て
な
せ
と
あ
り
け
れ
は
ゆ
う
く
ん
と
も

た
い
の
や
の
ふ
ね
に
ま
い
り
い
ま
や
う
を
も

し
ろ
く
う
た
ひ
す
ま
し
け
れ
は
れ
う
ら

き
ん
し
う
を
か
す
し
ら
す
た
ひ
に
け
り

に
し
の
み
や
な
ん
く
う
の
お
き
を
す
き
て

つ
く
し
へ
と
を
り
給
ふ
か
そ
つ
と
の
は
は
り
ま

の
こ
く
し
に
て
お
は
し
け
れ
は
は
り
ま

▲
淀
出
発
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の
か
み
あ
か
し
に
て
御
ま
ふ
け
を
か
ま
へ
も
て

な
し
た
て
ま
つ
る
七
日
の
た
う
り
う
と
ひ

ろ
う
す
き
こ
ゆ
る
あ
か
し
の
う
ら
な
れ
は

い
ろ
あ
る
袖
に
そ
や
と
り
け
る
ひ
か
る
け
ん

し
の
大
将
の
す
ま
よ
り
あ
か
し
の
う
ら
つ
た
ひ

よ
せ
く
る
な
み
を
な
か
む
れ
は
く
た
け
て
月

そ
や
と
り
け
る
と
な
か
め
し
た
ゝ
な
わ
た

つ
け
ふ
り
は
る
か
す
み
に
そ
に
た
り

け
る
ま
つ
ふ
く
か
せ
な
み
の
を
と
い
と
ふ

あ
ら
し
の
と
ま
や
か
た
み
き
わ
に
た
つ

ゑ
い
や
こ
ゑ
あ
ま
の
つ
り
ふ
ね
お
も
し
ろ
く

か
の
ゆ
き
ひ
ら
の
中
な
こ
ん
も
し
ほ
た
れ
つ
ゝ

と
ゑ
い
し
も
あ
ま
の
た
く
も
の
ゆ
ふ
け
ふ
り

さ
な
か
ら
う
す
ゝ
み
の
ゑ
に
そ
に
た
り
け
り

た
う
こ
く
し
よ
し
や
の
山
ひ
ろ
さ
わ
よ
り
き

よ
け
な
る
ゆ
う
く
ん
と
も
ま
い
り
た
り
た
い

の
や
の
ふ
ね
を
も
て
な
せ
と
あ
り
け
れ
は

か
の
御
ふ
ね
に
そ
あ
つ
ま
り
け
る
く
わ
ん

さ
つ
の
袖
を
ひ
る
か
へ
し
は
ん
み
ん
き
よ

く
を
も
よ
ほ
し
き
た
ひ
の
あ
そ
ひ
な
り
そ
の



（13）

と
き
き
た
の
か
た
め
の
と
の
佐
藤
さ
へ
も
ん
を
め

し
て
の
給
ふ
や
う
我
心
に
お
も
ふ
事
あ
り

か
な
へ
ん
と
お
も
は
ゝ
し
ら
せ
ん
と
あ
り
け
れ
は

さ
た
い
へ
か
し
こ
ま
り
て
申
や
う
千
き
万
き

の
か
た
き
の
中
ま
た
い
か
な
る
は
ん
し
や
く
を

く
た
き
は
り
て
入
み
ち
な
り
と
も
お
ほ
せ

を
い
か
て
そ
ふ
く
へ
き
と
申
け
れ
は
き
た
の

か
た
う
ち
ゑ
み
給
ひ
て
此
事
ゆ
め
〳
〵
人
に

し
ら
す
な
こ
ゝ
ろ
の
う
ら
み
と
い
ふ
は
我
も
人
も

た
ゝ
ひ
と
り
つ
ゝ
も
ち
た
る
ひ
め
そ
か
し
わ
か

ひ
め
を
は
お
や
子
と
も
お
も
は
ぬ
あ
り
さ
ま

に
て
た
ゝ
た
い
の
や
を
の
み
も
て
な
し
給

ふ
こ
そ
ほ
い
な
け
れ
す
ゑ
の
世
こ
そ
お
も
ひ

や
ら
る
れ
な
に
と
も
し
て
た
い
の
や
を
ぬ

す
み
い
た
し
海
へ
し
つ
め
よ
と
あ
り
け
れ
は

や
す
き
御
事
な
り
と
申
き
た
の
か
た
此
事

か
な
ひ
て
あ
ら
は
み
つ
か
ら
は
ゝ
う
へ
よ
り
た
ま

は
り
た
る
み
う
ら
を
な
ん
ち
か
心
に
ま
か
せ
よ
と

の
給
へ
は
さ
た
い
へ
そ
れ
ま
て
も
候
ま
し
さ
ら

は
ゆ
ふ
さ
り
ぬ
す
み
い
た
し
ま
い
ら
せ
候
へ
し



『
い
は
や
』
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御
こ
ゝ
ろ
へ
わ
た
ら
せ
給
へ
と
申
せ
は
な
の
め
な
ら
す

よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
さ
て
は
り
ま
の
か
み
あ
ま
り
の
御

も
て
な
し
に
け
つ
か
う
に
御
ゆ
と
の
こ
し
ら
へ

て
た
い
の
や
を
入
た
て
ま
つ
る
ま
ゝ
は
ゝ
よ
き

事
と
お
も
ひ
わ
れ
も
御
ゆ
と
の
へ
ま
い
ら
ん
と

て
い
ろ
〳
〵
の
さ
か
な
に
さ
け
そ
へ
て
も
た

せ
ま
い
り
て
め
の
と
か
い
し
や
く
そ
の
ほ
か
の
女

は
う
た
ち
に
い
た
る
ま
て
よ
く
〳
〵
さ
け
を

し
ゐ
た
ま
ひ
し
か
は
み
な
〳
〵
申
け
る
は
ま
ゝ

は
ゝ
に
て
わ
た
ら
せ
給
へ
と
も
ち
ゝ
大
事
に

お
ほ
し
め
す
ひ
め
き
み
な
る
に
よ
り
か
や
う

に
か
い
し
や
く
あ
そ
は
す
か
ゝ
る
ま
ゝ
母
よ
に

あ
ら
し
と
お
も
ひ
け
る
こ
そ
は
か
な
け
れ

さ
て
み
な
〳
〵
は
せ
ん
こ
も
し
ら
す
ゑ
い
け

れ
は
ま
ゝ
母
の
た
ま
ふ
は
人
〳
〵
は
さ
け
に
ゑ
ひ

た
ま
ふ
み
つ
か
ら
御
か
い
し
や
く
し
た
て
ま

つ
ら
ん
と
て
い
れ
た
ま
ふ
さ
て
あ
か
ら
ん
と
し

給
へ
は
い
ま
ち
と
ゝ
ひ
き
と
め
て
き
え
い
る

ほ
と
あ
つ
き
ゆ
を
あ
ひ
せ
給
へ
は
な
く
〳
〵

や
う
〳
〵
あ
か
ら
せ
給
ふ
七
日
に
も
な
り
ぬ
れ
は



（15）

あ
か
つ
き
御
舟
い
た
す
へ
し
と
て
を
の
〳
〵
ふ

ね
に
め
し
ぬ
さ
る
ほ
と
に
夜
ふ
け
ぬ
れ
は

さ
た
う
さ
へ
も
ん
は
小
舟
に
の
り
た
い
の
や

の
御
ふ
ね
に
こ
き
つ
き
の
り
う
つ
り
お
の

れ
か
ふ
ね
を
せ
か
い
に
つ
な
き
て
や
か
た
の
内

を
み
れ
は
三
月
十
八
日
の
夜
の
事
な
る
に

は
ゝ
み
や
の
御
め
い
日
と
て
ら
い
か
う
の
あ
み

の
ゑ
さ
う
一
ふ
く
か
け
た
て
ま
つ
り
せ
う

か
う
の
に
ほ
ひ
く
ん
し
て
ひ
め
き
み
は
御
ほ
ん

そ
ん
の
御
ま
へ
に
う
ら
山
ふ
き
の
十
二
も
へ

き
の
う
ち
き
こ
き
く
れ
な
ゐ
の
は
か
ま
め
し

て
御
手
に
は

　
　

こ
ん
て
い
の
ほ
け
き
や
う
み
な

　
　
　

す
い
し
や
う
の
し
ゆ
す
と
り
そ
へ

　
　
　
　

も
た
せ
給
へ
る
と
お
ほ
し
き
か

　
　
　
　
　
　

御
ゆ
に
く
た
ひ
れ
さ
せ
給
ひ
て

　
　
　
　
　
　
　

つ
く
ゑ
に
よ
り
か
ゝ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ふ
り
ま
し
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
き
や
う
し
ゆ
す
つ
く
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
ち
て
そ
あ
り
け
り



『
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さ
た
う
さ
へ
も
ん
や
は
ら
さ
し
よ
り
御
き
や
う
し

ゆ
す
ま
つ
と
り
て
そ
て
に
さ
し
い
れ
と
も
し

火
う
ち
け
し
か
き
い
た
き
た
て
ま
つ
る
め

の
と
か
と
お
ほ
し
め
し
御
手
を
さ
し
の
へ
い
た

か
れ
給
ふ
つ
や
〳
〵
御
め
も
あ
か
さ
せ
た
ま

は
す
さ
た
う
さ
へ
も
ん
お
の
れ
か
ふ
ね
に
の
り
う

つ
り
は
る
か
の
お
き
へ
こ
き
い
つ
る
さ
て

こ
の
ま
ゝ
う
み
に
い
れ
た
て
ま
つ
る
へ
き

か
い
や
〳
〵
を
こ
し
た
て
ま
つ
り
り
ん
ち
う

を
す
ゝ
め
申
さ
ん
と
お
も
ひ
お
こ
し
た
て
ま
つ
り

▲
湯
に
く
た
び
れ
て
寝
入
る
姫



（17）

け
れ
は
ひ
め
き
み
お
と
ろ
き
た
ま
ひ
て
あ
た

り
を
み
た
ま
へ
は
め
し
た
る
御
ふ
ね
に
は
あ
ら

て
い
や
し
き
お
と
こ
一
人
ゐ
た
り
こ
れ
は
ゆ
め

か
や
と
お
ほ
し
め
し
い
か
な
る
こ
と
そ
と
の

た
ま
へ
は
こ
れ
は
ま
ゝ
は
ゝ
御
せ
ん
の
御
か
た
に

さ
た
う
さ
へ
も
ん
と
申
も
の
に
て
候
か
い
か
な
る

御
と
か
や
ら
ん
う
み
へ
し
つ
め
よ
と
お
ほ
せ
候

御
り
ん
ち
う
の
ね
ん
ふ
つ
申
さ
せ
給
へ
と
申

せ
は
ひ
め
き
み
き
こ
し
め
し
わ
れ
な
に
の

と
か
あ
り
と
も
お
ほ
へ
す
さ
り
な
か
ら
な
ん
ち

こ
ゝ
ろ
あ
り
て
り
ん
ち
う
を
し
ら
す
る
こ
と

の
う
れ
し
さ
よ
と
て
も
の
な
さ
け
に
し
は

し
の
い
と
ま
を
ゑ
さ
せ
よ
は
ゝ
う
へ
に
を
く
れ
た

て
ま
つ
り
て
の
ち
ま
い
日
御
き
や
う
よ
み
た

て
ま
つ
る
に
ま
ゝ
母
御
せ
ん
け
し
か
ら
す

ゆ
を
あ
ひ
せ
た
ま
ひ
し
か
は
そ
の
く
た
ひ
れ

に
よ
り
て
け
ふ
は
御
き
や
う
よ
み
は
て
す
よ
み

は
て
な
は
し
つ
め
よ
と
お
ほ
せ
け
れ
は
さ

た
う
さ
へ
も
ん
ふ
と
こ
ろ
よ
り
御
き
や
う
し
ゆ
す
と
り

い
た
し
た
て
ま
つ
る
ひ
め
き
み
う
れ
し
く
お



『
い
は
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』
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ほ
し
め
し
さ
て
御
き
や
う
三
く
は
ん
あ
そ
は
し
て

一
く
わ
ん
の
御
き
や
う
は
こ
の
世
に
ま
し
ま
す
ち
ゝ

け
ん
せ
あ
ん
を
ん 

こ
し
や
う
せ
ん
し
よ
の
た
め
た

と
ひ
そ
の
身
は
な
ら
く
に
し
つ
み
給
ふ
と
も
こ

の
御
き
や
う
の
く
り
き
に
て
わ
れ
〳
〵
一
つ
は

ち
す
の
う
て
な
に
む
か
へ
と
り
給
へ
ゆ
へ
な
き
事

に
ま
ゝ
は
ゝ
御
せ
ん
に
た
ゝ
い
ま
う
み
へ
し
つ
め

ら
れ
候
ま
こ
と
の
は
ゝ
う
へ
此
世
に
ま
し
ま
さ

は
か
ゝ
る
う
き
め
は
み
候
は
し
物
を
と
こ
ひ
し
く

お
も
ふ
は
か
り
な
り
今
一
く
は
ん
の
御
き
や
う
は

十
あ
く
五
き
や
く
の
さ
い
に
ん
を
も
上
ほ
ん
れ
ん

た
い
に
や
と
し
給
へ
た
と
ひ
此
身
は
ち
い

ろ
の
そ
こ
に
し
つ
む
と
も
御
手
の
う
へ
あ
な
う

ら
を
む
す
は
せ
給
ひ
て
も
ろ
と
も
に
一
ふ
つ

し
や
う
と
の
え
ん
と
な
し
給
へ
と
て
ふ
し
お

か
み
さ
て
の
た
ま
ひ
け
る
は
な
に
事
も
お
も
ひ

を
く
事
は
な
け
れ
と
も
い
ま
一
た
ひ
ち
ゝ
御
せ

ん
め
の
と
を
み
た
き
は
か
り
な
り
見
ん
と
い
ふ

と
も
み
せ
し
よ
し
そ
れ
と
て
も
み
た
の
ら
い
か
う

に
あ
つ
か
ら
は
い
と
お
し
き
人
〳
〵
に
そ
ひ
た
て



（19）

ま
つ
る
へ
し
と
つ
い
た
ち
あ
か
り
は
か
ま
の

そ
は
た
か
く
と
り
し
や
う
そ
く
ひ
き
つ
く
ろ
い
き

ぬ
の
そ
て
ひ
き
む
す
ひ
て
か
た
に
か
け
舟
は
た

に
た
ち
よ
り
ね
ん
ふ
つ
百
へ
ん
は
か
り
申

て
い
ま
や
〳
〵
と

　
　
　
　
　

ま
ち
た
ま
ふ

　
　
　
　
　
　

お
ほ
し
め
し
き
り

　
　
　
　
　
　
　

た
る
て
い
見
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た
も
と
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
や
は
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ
の
い
は
屋
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
ら
い
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
い
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り



『
い
は
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』
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さ
る
ほ
と
に
そ
つ
と
の
た
さ
い
ふ
に
つ

か
せ
給
ひ
て
き
た
の
か
た
の
か
せ
の
こ
ゝ

ち
と
て
し
や
け
あ
り
て
物
く
る
は
し

く
お
は
し
ま
せ
は
さ
る
へ
き
き
や
う

し
や
を
し
や
う
し
て
い
の
ら
せ
給
へ
は

よ
り
ま
し
に
つ
か
す
し
て
き
た
の
御
か
た

み
つ
か
ら
き
ち
や
う
の
う
ち
よ
り
と
ひ
い
て

き
や
う
し
や
の
ま
へ
へ
お
は
し
け
れ
は

き
や
う
し
や
し
ゆ
す
お
し
も
み
し
や
け
は

物
か
た
り
に
そ
き
た
る
ら
ん
な
に
も
の
そ



（21）

な
の
れ
〳
〵
と
せ
め
け
れ
は
き
た
の
御
か
た

は
つ
か
し
け
に
て
き
ぬ
ひ
き
か
つ
き
さ
め

〳
〵
と
な
き
給
ふ
や
〳
〵
し
は
ら
く
あ
り
て

か
く
そ
の
給
ひ
け
る

わ
れ
は
こ
れ
み
や
こ
の
も
の
な
り
ち
ん
せ
い

の
き
や
う
し
や
に
み
ゆ
へ
か
ら
す
さ
れ
と
も
あ

ま
り
の
く
る
し
さ
に
た
ゝ
い
ま
ま
い
り
た

り
大
田
の
御
門
の
二
の
み
や
な
り
た
い
の
や
の

母
に
て
さ
ふ
ら
ふ
お
ん
あ
ひ
の
み
ち
こ
そ
か

な
し
け
れ
た
い
の
や
十
さ
い
に
て
む

し
や
う
の
か
せ
に
さ
そ
は
れ
て
わ
れ

す
て
に
は
か
な
く
な
り
て
候
ひ
め
を
す

て
お
き
め
い
と
の
た
ひ
に
お
も
む
く
事

の
か
な
し
さ
よ
と
お
も
ひ
し
ま
う
ね
ん

に
ほ
た
い
の
道
に

　
　
　
　
　

い
ら
す
し
て
け
う
や
う

　
　
　
　
　
　

す
れ
と
わ
う
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　

せ
す
ま
た
つ
く
る

　
　
　
　
　
　

つ
み
な
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
こ
く
に
も



『
い
は
や
』

（22）

お
ち
す
六
た
う
に
た
ゝ
ゑ
ひ
ぬ

　

あ
さ
ゆ
ふ
ま
も
る
か
ひ
も

　
　

な
く
な
に
の
と
か
に

　
　
　

よ
り
た
い
の
や
を
は

　

あ
か
し
の
う
み
へ
は
し
つ
め

　
　
　

た
ま
ふ
そ
あ
ら
ほ
い
な
や

　
　
　
　

う
ら
め
し
や
と
の
給
ひ
て

　
　
　
　
　

さ
め
〳
〵
と
そ

　
　
　
　
　
　

な
き
給
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る

▲
筑
紫
に
て
風
邪
に
臥
せ
る
北
の
方
と
祈
祷
す
る
行
者



（23）

か
や
う
に
は
な
の
り
た
ま
へ
と
も
き
た
の

御
方
た
い
の
や
の
御
事
を
ふ
か
く
な
け
く

い
ろ
を
見
せ
て
御
け
う
や
う
さ
ま
〳
〵
し

た
ま
へ
は
さ
る
事
と
す
い
し
た
る
も
の
も

な
し
し
か
れ
と
も
し
や
け
か
く
あ
ら
は
れ

て
の
ち
よ
く
な
り
給
ひ
け
り
さ
て
も
あ
か
し

の
あ
ま
は
ひ
め
き
み
の
御
ぞ
う
ら
や
ま
ふ

き
の
十
二
う
わ
か
さ
ね
御
は
か
ま
な
と
し

ち
く
の
さ
ほ
に
か
け
お
き
て
あ
さ
な
ゆ
ふ
な

か
し
つ
き
た
て
ま
つ
る
お
つ
と
の
あ
ま

つ
り
を
し
に
い
つ
れ
は
女
の
あ
ま
を
と

き
を
申
ま
た
お
と
こ
を
と
き
を
し
て
女

あ
を
の
り
め
か
ふ
と
り
に
ゆ
く
と
き
も

あ
り
た
か
ひ
に
か
け
の
こ
と
く
そ
ひ
た
て

ま
つ
り
け
り
あ
け
ぬ
く
れ
ぬ
と
す
き

ゆ
き
給
ふ
さ
て
そ
つ
と
の
は
三
と
せ
に
も

な
り
ぬ
れ
は
ひ
め
き
み
の
第
三
年
を

も
あ
か
し
の
う
ら
に
て
と
て
い
そ
き
の
ほ

ら
せ
た
ま
ひ
け
り
を
の
へ
た
か
さ
こ
の

お
き
を
と
を
ら
せ
給
へ
は
海
中
に
大



『
い
は
や
』

（24）

き
な
る
は
た
そ
見
え
け
る
あ
れ
は
な
に

は
た
そ
と
と
ひ
た
ま
へ
は
四
位
の
せ
う
し
や
う

ち
か
き
里
の
上
人
た
ち
を
し
や
う
し
て

し
や
う
こ
ん
た
う
ち
や
う
を
こ
し
ら
へ
て
八
ち

く
の
ほ
け
き
や
う
を
か
ゝ
れ
け
る
み
せ
は
た

と
そ
申
け
る
た
い
の
や
此
へ
ん
へ
こ
そ

し
つ
ま
せ
給
ふ
ら
ん
と
て
海
の
中
へ
御
ほ
う

ら
く
し
給
へ
り
け
る
そ
つ
と
の
さ
て
は
と

て
は
つ
か
し
な
か
ら
御
た
い
め
ん
あ
り
け

れ
は
せ
う
し
や
う
み
る
よ
り
な
み
た
は
ら
〳
〵

と
な
か
し
こ
ひ
し
き
人
の
か
た
み
と
お
も
ひ

つ
く
〳
〵
と
な
か
め
て
お
は
し
ま
す
そ
つ

と
の
の
給
ひ
け
る
は
つ
く
し
へ
く
た
り
し

と
き
さ
ま
〳
〵
ひ
め
を
御
と
め
あ
り
し

に
つ
れ
て
く
た
り
し
事
か
ゝ
る
な
ん
に

あ
は
ん
た
め
か
や
い
ま
さ
ら
こ
う
く
わ
い
せ
ん

は
ん
な
り
よ
し
そ
れ
と
て
も
せ
ん
せ

の
事
か
へ
ら
さ
る
身
と
は
お
も
へ
と
も

は
か
な
き
お
や
の
ま
よ
ひ
に
て
候
ひ
め
う

せ
に
し
と
き
と
に
も
か
く
に
も
な
ら
は
や
と



（25）

千
た
ひ
も
ゝ
た
ひ
お
も
ひ
し
か
と
も
わ
れ
さ

へ
む
な
し
く
成
な
ら
は
く
さ
葉
の
か
け
に

て
ひ
め
か
お
も
ひ
お
も
き
か
う
へ
の
さ
よ
衣

か
さ
ね
て
う
き
め
を
三
せ
川
に
し
つ

み
は
て
ん
も
か
な
し
け
れ
は
せ
め
て
の

こ
り
あ
と
の
い
と
な
み
し
侍
ら
ん
と
か
い

な
き
此
身
は
と
ゝ
ま
り
ぬ
と
の
給
へ
は

せ
う
し
や
う
は
た
ゝ
な
く
よ
り
ほ
か
の
事

ま
し
ま
さ
す
そ
つ
と
の
も
御
け
う
や
う
さ
ま

〳
〵
し
給
へ
と
も
せ
う
し
や
う
は
い
ま
た
あ
ひ

見
ぬ
御
か
た
ゆ
へ
に
か
く
と
ふ
ら
は
せ
た
ま
ふ

あ
は
れ
な
り
し
御
事
と
も
よ
そ
の
た
も
と

も
し
ほ
り
か
ね
た
る
あ
り
さ
ま
な
り
さ
て

い
と
ま
こ
ひ
し
て
た
ち
わ
か
れ
た
も
ふ
つ
く
し

へ
御
く
た
り
の
と
き
は
の
ほ
り
の
と
き
と
ち

き
り
し
に
け
ふ
は
な
れ
て
の
そ
の
後
は

ま
た
い
つ
の
世
に
め
く
り
あ
ふ
へ
き
こ

ひ
し
き
人
の
か
た
み
の
い
と
ま
た
か
ひ
に

ぬ
る
ゝ
た
も
と
か
な
お
つ
る
な
み
た
も
か
い

の
し
つ
く
も
わ
き
ま
へ
か
ね
た
る
ふ
せ
い



『
い
は
や
』

（26）

な
り
い
ま
を
か
き
り
と
お
も
へ
は
り
ん
ゑ
し

や
う
し
の
み
ち
の
ふ
る
さ
と
を

　
　
　
　
　
　
　

此
た
ひ
な
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　

へ
た
て
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

う
き
わ
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り

▲
岩
上
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
姫
の
も
と
に

　

海
人
の
つ
り
舟
が
通
り
か
か
る



（27）

せ
う
し
や
う
は
し
よ
し
や
山
へ
の
ほ
り
た
ま
ふ

そ
つ
と
の
は
み
や
こ
へ
の
ほ
り
た
ま
ひ
み
か
と

に
し
ゆ
つ
け
の
い
と
ま
を
し
き
り
に

こ
い
給
へ
と
も
か
な
は
す
う
さ
の
み
や
の
ち
よ
く

し
ゆ
へ
な
く
と
け
ら
れ
し
か
は
御
よ
ろ
こ
ひ

に
大
納
言
に
そ
な
さ
れ
け
る
し
た
ひ

申
た
ま
へ
と
も
り
ん
け
ん
な
れ
は
よ
ろ
こ

ひ
の
中
に
も
さ
き
た
つ
物
は
な
み
た
な
り

さ
る
ほ
と
に
天
下
の
御
子
に
二
位
の

中
将
と
の
と
申
人
八
月
十
五
夜
の
く
ま

な
き
に
さ
ふ
ら
ひ
あ
ま
た
め
し
く
し
て
か
も

か
は
ら
に
た
ち
い
て
ゝ
こ
ま
く
ら
へ
し
て

あ
そ
ひ
給
ふ
か
中
将
馬
よ
り
お
ち
さ
せ
た

ま
ひ
て
ひ
た
り
の
か
い
な
を
つ
き
そ
ん
し

給
ふ
い
よ
の
国
は
御
り
や
う
な
れ
は
れ

う
ち
の
た
め
に
く
た
り
給
ふ
い
く
ほ
と

な
く
し
て
よ
く
な
ら
せ
た
ま
ひ
て

み
や
こ
へ
は
や
く
の
ほ
り
た
ま
ふ
か
ひ
ん
こ

の
う
た
の
か
し
ま
よ
り
は
り
ま
の
む
ろ
に

つ
き
給
ふ
月
の
出
し
ほ
の
ゆ
ふ
な
き
に



『
い
は
や
』

（28）

あ
ち
の
む
ら
鳥
わ
た
る
な
り
し
よ
し
や
の
あ

ら
し
は
け
し
く
て
く
れ
ゆ
く
ま
ゝ
に

か
せ
あ
ら
く
し
と
ろ
も
と
ろ
に
な
み
た

ち
て
五
そ
う
の
ふ
ね
と
も
み
た
れ
け
り
心

ほ
そ
さ
は
か
き
り
な
し
ろ
か
い
も
か
ち
も

か
な
は
す
し
て
風
に
ま
か
せ
て
ゆ
ら
れ
行

さ
れ
と
も
と
あ
る
し
ま
へ
ふ
き
つ
く
る
そ

の
と
き
舟
の
と
も
つ
な
を
と
り
み
き
わ
へ

お
り
さ
せ
給
ひ
て
う
ら
の
も
の
と
も
に
こ
の

う
ら
は
な
に
と
い
ふ
そ
と
た
つ
ね
た
ま
へ
は

し
ま
の
も
の
こ
れ
は
あ
か
し
の
う
ら
と
申

さ
て
は
き
こ
ゆ
る
め
い
し
よ
な
り
月
の
ひ

か
り
も
お
も
し
ろ
し
た
ゝ
い
ま
の
か
せ
に

い
の
ち
た
す
か
る
よ
ろ
こ
ひ
に
こ
れ
こ
そ

さ
い
か
い
の
お
も
ひ
出
に
い
さ
や
う
ら
ま
は
り

し
て
あ
そ
は
ん
と
て
御
め
の
と
子
の
六
位

の
臣
さ
こ
ん
の
せ
う
う
き
や
う
の
た
ゆ
ふ
つ
ね

は
る
さ
き
や
う
の
た
ゆ
ふ
こ
れ
は
る
御
い
と

こ
の
か
ら
は
し
の
せ
う
し
や
う
と
の
中
山
の

中
納
言
と
の
此
人
た
ち
を
ひ
き
く
し
て



（29）

み
き
わ
の
か
た
を
め
く
り
給
ふ
い
そ
へ
の
ま
つ

の
む
ら
た
ち
て
こ
ゝ
ろ
こ
と
は
も
お
よ
は
れ

す
物
こ
と
に
お
も
し
ろ
し
此
ほ
と
の
お
も
ひ

て
な
と
め
ん
〳
〵
に
く
ち
す
さ
ひ
た
ま
ひ
け

り
さ
る
ほ
と
に
あ
ま
の
い
は
や
に
ち
か

つ
き
給
ひ
て
い
さ
や
い
な
か
の
下
ら
う

の
す
ま
ゐ
見
ん
人
お
ほ
く
て
は
よ
し
な
し

二
三
人
つ
ゝ
見
ん
と
て
さ
こ
ん
の
せ
う
六
位

の
し
ん
を
つ
れ
て
中
将
と
の
あ
ま
の
い
わ

や
を
し
の
ひ
や
か
に
の
そ
き
給
へ
は
入
口
に

は
か
ま
も
か
き
つ
み
て
き
り
め
も
み
え
ぬ

く
い
せ
を
く
た
き
く
へ
て
袖
も
も
す
そ
も

な
か
り
け
る
あ
ま
の
こ
ろ
も
を
こ
し
の

ほ
と
に
ぬ
き
か
け
て
お
と
こ
あ
ま
せ
な
を

あ
ふ
り
女
は
あ
と
に
ゐ
て
つ
り
の
い
と

を
よ
り
た
り
け
り
三
人
の
人
〳
〵
こ
れ
を

御
ら
ん
し
て
い
さ
や
か
へ
ら
ん
い
な
か
の
下
ら
う

の
す
む
い
へ
は
い
ぬ
の
ふ
し
と
に
さ
も
に
た
り

こ
も
を
か
き
に
か
こ
い
た
れ
は
わ
ら
や
の
う

ち
の
む
く
つ
け
き
土
を
ふ
し
と
の
は
に
ふ
の



『
い
は
や
』

（30）

こ
や
の
い
ふ
せ
さ
よ
さ
り
な
か
ら
上
の
い
わ
や
を

見
ん
と
て
ひ
そ
か
に
あ
か
り
た
ま
ひ
は
六
位
の

し
ん
は
は
や
か
へ
り
ぬ
さ
こ
ん
の
せ
う
と
た
ゝ

二
人
の
そ
き
給
へ
は
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
さ
も

ゆ
ふ
な
り
し
ひ
め
き
み
御
と
し
十
五
六
と

み
え
つ
る
か
か
み
の
か
ゝ
り
よ
り
は
し
め
て

す
か
た
あ
り
さ
ま
み
め
い
つ
く
し
き
い
ろ
あ
い

か
ゝ
や
く
け
し
き
に
て
ひ
と
り
火
を
あ
か
し

て
お
は
し
け
り
こ
は
い
か
に
と
お
ほ
し

め
し
て
ま
ち
か
く
よ
り
て
み
給
へ
と
も
ひ
め

き
み
は
し
ら
せ
た
ま
は
て
御
こ
ゑ
い
と

や
さ
し
き
を
う
ち
あ
け
て

　
　

お
も
ひ
き
や
身
を
あ
ま
人
に
な
し
は
て
ゝ

　
　
　

も
く
す
に
ひ
と
り
あ
か
す
へ
し
と
は

と
う
ち
な
か
め
た
ま
ひ
て
御
な
み
た
は
ら
〳
〵

と
な
か
さ
せ
給
ひ
て
見
ま
は
し
給
ふ
御

め
の
う
ち
あ
く
ま
て
け
た
か
く
ら
う
た
き

事
か
き
り
な
し
い
わ
や
の
う
ち
を
よ

く
〳
〵
見
給
へ
は
き
た
と
に
し
は
い
わ
や

な
り
み
な
み
の
か
た
に
さ
ほ
を
つ
り
う
ら



（31）

山
ふ
き
の
十
二
に
う
わ
か
さ
ね
く
れ
な
い

の
は
か
ま
そ
へ
て
か
け
ら
れ
た
り
い
わ
の
上

に
は
ら
い
か
う
の
あ
み
た
の
三
そ
ん
す
み

ゑ
に
か
ゝ
れ
た
り
御
ま
へ
に
は
あ
さ
の
い
と

に
て
四
き
の
は
な
を
む
す
ひ
て
た
て

ら
れ
た
り
こ
ん
て
い
の
ほ
け
き
や
う
み
な

す
い
し
や
う
の
し
ゆ
す
も
お
き
た
ま
へ
り

あ
る
か
な
き
か
の
う
す
ゝ
み
に
て
よ
う

も
ん
ほ
う
も
ん
き
や
う
ろ
ん
か
ゝ
れ
た
り

か
き
の
こ
せ
る
し
も
な
し
す
み
ゑ
お
か

し
け
に
い
ろ
〳
〵
か
ゝ
れ
た
る
ふ
せ
い
こ
う

き
て
ん
の
ほ
そ
と
の
の
か
ゝ
れ
し
せ
い
り
や
う

て
ん
の
ひ
や
う
ふ
も
か
く
や
と
お
も
ひ
し
ら
れ

た
り
中
将
ふ
し
き
に
お
ほ
し
め
す
さ

こ
ん
の
せ
う
申
け
る
は
よ
く
御
ら
ん
し

つ
る
か
と
申
せ
は
よ
く
〳
〵
見
つ
る
な
り

此
人
を
見
る
よ
り
む
ね
う
ち
さ
は
き
あ
は

れ
一
つ
は
ち
す
と
も
む
ま
れ
は
や
と
こ
ゝ

ち
も
う
か
〳
〵
し
う
成
そ
や
い
さ
や
内
へ
い
ら
ん

と
の
た
ま
へ
は
御
ら
ん
し
て
う
ち
す
て
ん
と



『
い
は
や
』

（32）

お
ほ
し
め
さ
は
い
ら
せ
給
へ
も
し
し
し
う
の
人

に
お
ほ
し
め
さ
は
ま
つ
た
ゝ
い
ま
は
か
へ

ら
せ
給
ひ
て
あ
け
て
と
も
か
く
も
御
は
か
ら

い
候
へ
と
申
せ
は
け
に
も
と
て
か
へ
り
給
ふ

そ
の
よ
の
あ
く
る
を

　
　
　
　
　

ま
つ
も
久
し
く

　
　
　
　
　
　

お
ほ
し
め
し
て

　
　
　
　
　
　
　

さ
こ
ん
の
せ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
せ
ら
れ
け
る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
る
に
て
も

　
　
　
　
　
　

う
ら
そ
こ
の
あ
ま
人
に

　
　
　
　
　
　
　

か
ほ
と
い
つ
く
し
き
人

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
へ
し
と
も
お
ほ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
た
と
ひ
い
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ゑ
ん
の
も
の
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
た
め
あ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
な
ん
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
れ
て
の
ほ
ら
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
ふ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
そ
仰
け
る



（33）

さ
て
ほ
の
〳
〵
と
あ
け
け
れ
は
か
の
と
こ
ろ

の
あ
ま
人
を
め
し
て
か
つ
き
せ
よ
と
の
た

ま
へ
は
き
の
ふ
の
大
か
せ
に
な
み
し
つ
ま

ら
す
候
へ
は
か
な
ふ
ま
し
と
そ
申
け
る

お
ほ
せ
を
そ
む
く
は
ふ
し
き
の
も
の
と
て

み
き
わ
の
ま
つ
に
い
ま
し
め
つ
け
て

さ
て
さ
こ
ん
の
せ
う
と
た
ゝ
二
人
か
の
い
わ
や

へ
御
入
あ
り
て
さ
し
入
見
給
へ
は
ゆ
ふ
へ
御

ら
ん
せ
し
は
物
の
か
す
な
ら
す
け
さ
は
な
を

み
ま
さ
り
て
ゆ
き
の
は
た
へ
の
く
ま
な
さ
は

▲
岩
屋
に
棲
む
姫
を
の
ぞ
き
込
む
二
位
の
中
将



『
い
は
や
』

（34）

い
ふ
へ
き
や
う
も
な
か
り
け
り
い
わ
や
の
内
に

あ
ま
た
あ
る
う
た
の
中
に

　

月
は
さ
し
な
み
は
よ
せ
き
て
た
ゝ
く
戸
を

　
　

あ
る
し
か
ほ
に
も
あ
く
る
し
の
ゝ
め

　

た
ら
ち
お
に
い
か
に
し
ら
せ
ん
う
ら
に
き
て

　
　

ち
い
ろ
の
そ
こ
を
の
か
れ
た
る
身
そ

　

月
か
け
は
あ
ま
の
い
わ
や
に
や
と
れ
と
も

　
　

な
か
ら
へ
は
て
ん
こ
と
そ
か
な
し
き

　

い
か
に
せ
ん
う
ら
の
あ
ま
人
な
か
り
せ
は

　
　

な
み
の
そ
こ
に
て
く
ち
や
は
て
な
ん

か
く
て
ひ
め
き
み
き
の
ふ
け
ふ
と
は
お
も
へ

と
も
は
や
四
年
ま
て
こ
そ
お
は
し
け
れ

さ
て
中
将
と
の
さ
し
よ
り
て
を
き
さ
せ
給
へ

と
の
給
へ
は
ひ
め
き
み
う
ち
お
と
ろ
き

給
ひ
て
み
給
へ
は
お
り
物
の
か
り
き
ぬ
に

か
ね
く
ろ
な
る
に
う
す
け
し
や
う
ふ
と
ま
ゆ

つ
く
り
て
あ
て
や
か
な
る
人
な
れ
は
み
や
こ

の
御
事
き
つ
と
お
ほ
し
め
し
い
た
さ
せ

た
ま
ひ
て
ゆ
め
か
や
と
き
ぬ
ひ
き
か
つ
き

ふ
し
給
ふ
さ
ほ
な
る
御
小
そ
て
う
ち
か
つ
け



（35）

ま
い
ら
せ
て
さ
こ
ん
の
せ
う
か
き
い
た
き
お
ひ

た
て
ま
つ
る
こ
か
ね
つ
く
り
の
か
た
な
は
か

せ
み
つ
か
ら
も
た
せ
給
ひ
て
か
へ
ら
せ
給
ふ

さ
て
か
せ
も
し
つ
ま
れ
は
御
ふ
ね
と
も
い
た

さ
る
ゝ
ま
た
い
ま
し
め
お
か
れ
た
る
あ
ま

と
も
ゆ
る
さ
る
あ
ま
は
わ
か
身
の
い
ま
し

め
ら
れ
た
る
事
を
は
な
け
か
て
さ
こ
そ
ひ
め

き
み
ま
ち
か
ね
た
ま
ふ
ら
ん
と
て
は
し
り
か

へ
り
さ
て
も
ふ
し
き
の
事
に
て
い
ま
ま

て
ま
い
り
候
は
す
さ
こ
そ
た
よ
り
な
く
お
は

し
ま
す
ら
ん
と
申
て
見
れ
は
ゐ
た
ま
は
す

い
つ
の
な
ら
ひ
に
へ
ん
し
も
い
て
さ
せ
給
ふ

へ
き
か
な
し
き
か
な
や
と
て
は
し
り
ま

は
り
も
た
え
こ
か
れ
け
り
あ
ま
り
の
事
に

う
み
の
か
た
へ
む
か
い
て
い
ふ
や
う
た
と
ひ
り
う

く
う
へ
御
か
へ
り
候
と
も
う
み
の
う
へ
に
て

い
ま
一
と
お
か
ま
れ
さ
せ
給
へ
天
人
の
よ
う

か
う
な
ら
は
雲
の
上
に
て
見
え
さ
せ
た

ま
へ
此
四
年
か
あ
ひ
た
月
ほ
し
の
こ
と
く

に
あ
か
め
た
て
ま
つ
り
し
事
御
な
さ



『
い
は
や
』

（36）

け
の
ほ
と
を
は
い
つ
の
世
に
か
は
わ
す
れ

候
へ
き
と
り
う
て
い
こ
か
れ
け
れ
と
も
か
い

そ
な
し
さ
る
ほ
と
に
ひ
め
き
み
を
は

や
か
た
の
内
に
て
れ
う
ら
き
ん
し
う
の

ふ
す
ま
引
き
せ
た
て
ま
つ
り
て
と
か

く
な
く
さ
め
給
へ
と
も
な
か
せ
給
ふ
は
か
り

な
り
中
将
こ
ゝ
ろ
く
る
し
く
お
ほ
し
め
し

御
か
ほ
た
に
も
み
せ
た
ま
は
す
か
ほ
と
に

う
と
ま
れ
ま
い
ら
せ
て
う
き
世
に
あ
り
て

も
せ
ん
な
し
う
み
に
も
し
つ
み
そ
こ
の
み
く

つ
と
な
り
な
ん
と
の
給
へ
は
ひ
め
き
み
な
み

た
の
ひ
ま
よ
り
も
か
く
み
つ
か
ら
を
め
し

つ
れ
ら
れ
と
く
お
や
の
あ
ま
を
も
め
し
く

し
た
ま
は
ぬ
そ
あ
と
に
の
こ
り
て
い
か

は
か
り
な
け
か
ん
事
の
物
う
さ
よ
と
の
給
へ

は
中
将
と
の
い
や
〳
〵
あ
ま
の
子
に
て
は

ま
し
ま
さ
ぬ
も
の
を
な
に
と
て
つ
ゝ
ま
せ

た
ま
ふ
そ
と
あ
り
け
れ
は
ひ
め
き
み
あ
ま

の
子
な
ら
す
は
な
に
し
に
か
ゝ
る
と
こ
ろ

に
は
す
み
侍
へ
き
と
の
た
ま
へ
は
月
日
に



（37）

せ
き
も
り
す
は
ら
す
と
か
く
し
つ
ら
ひ
ゆ
く

ほ
と
に
よ
と
へ
そ
つ
か
せ
給
ひ
け
る

人
〳
〵
わ
れ
も
〳
〵
と
御
む
か
い
に
ま
い
る

い
な
か
に
う
は
う
は
く
る
ま
に
は
な
ら
は

し
と
て
御
馬
に
の
せ
給
ふ
御
と
も
に
は

さ
き
や
う
た
ゆ
ふ
六
位
の
し
ん
さ
こ
ん
の
せ
う

せ
ん
ち
ん
に
候
て
ま
い
り
け
る
御
馬
に
は

す
こ
し
も
た
ま
り
た
ま
は
ね
は
こ
か
と

い
ふ
と
こ
ろ
に
て
御
く
る
ま
に
の
せ
た
て

ま
つ
り
て
つ
く
り
み
ち
を
ら
せ
い
門
へ
と

は
や
め
け
る
ひ
め
き
み
い
な
り
を
ふ
し
お
か

み
御
ま
へ
に
て
く
る
ま
の
物
見
を
あ
け
て

ね
ん
し
ゆ
し
給
ふ
人
〳
〵
あ
や
し
く
そ
お
ほ

へ
け
る
さ
て
天
下
の
御
ま
へ
へ
い
れ
た
て
ま

つ
る
へ
け
れ
と
も
そ
れ
に
は
大
し
ん
と
の

の
ひ
め
き
み
此
三
年
む
か
へ
お
き
ま
し

ま
せ
は
ひ
た
の
せ
ん
し
か
い
へ
に
入
た
て

ま
つ
る
へ
き
と
あ
り
け
れ
は
せ
ん
し

は
ゑ
も
ん
の
か
み
と
い
ふ
さ
ふ
ら
い
の
家
に

う
つ
り
て
わ
か
い
ゑ
を
は
ゆ
つ
り
ま
い
ら
せ



『
い
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け
り
次
日
中
将
と
の
天
下
の
御
前
へ
ま
い
り

た
ま
い
て
御
母
き
た
の
ま
ん
と
こ
ろ
に

け
ん
さ
ん
あ
り
け
れ
は
人
〳
〵
申
け
る
は

中
将
と
の
は
そ
ゝ
ろ
に
う
れ
し
け
に
わ
た
ら

せ
た
ま
ふ
は
い
か
な
る
事
に
か
と
い
へ
は
あ
る

に
う
は
う
た
ち
の
申
け
る
は
は
や
く
御
か
い

な
な
を
ら
せ
た
ま
へ
は
さ
こ
そ
あ
ら
め
と
申

あ
い
け
り
さ
て
中
将
と
の
き
た
の
御
か
た
へ
ま

い
り
中
将
と
の
こ
そ
た
ゝ
い
ま
こ
れ
へ
わ
た

ら
せ
給
ひ
候
へ
と
て
み
な
〳
〵
み
す
き
ち
や
う

を
あ
け
ま
う
け
し
て
ひ
し
め
き
け
る
中
将

と
の
は
き
た
の
御
方
へ
は
め
も
み
や
り
た
ま

　
　
　
　
　
　

は
て
い
そ
き
ひ
た
の
せ
ん
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
か
た
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
人

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
き
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る



（39）

さ
る
ほ
と
に
つ
く
の
日
た
い
り
へ
ま
い
り
た

ま
ひ
て
み
か
と
に
御
け
ん
さ
ん
し
給
ひ
て

後
は
は
な
見
の
御
か
う
月
見
の
御
く
わ
い

に
も
い
て
た
ま
は
て
天
に
す
ま
は
ひ
よ
く

の
と
り
地
に
あ
ら
は
れ
ん
り
の
え
た
と
な
ら

ん
と
し
や
う
〳
〵
世
ゝ
は
な
れ
し
と
こ
そ
ち

き
ら
れ
け
れ
た
か
ひ
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
な
の
め

な
ら
す
そ
ふ
か
ゝ
り
け
る
み
な
な
み
〳
〵
の

か
ん
た
ち
め
の
人
な
ら
は
あ
ま
の
む
す
め
く
し

た
る
と
て
わ
ら
ひ
の
ゝ
し
る
へ
け
れ
と
も

▲
都
に
戻
り
内
裏
に
見
参
す
る
中
将



『
い
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一
の
人
の
き
ん
た
ち
な
れ
は
と
か
く
の
さ
た
も

な
か
り
け
り
さ
て
き
た
の
御
か
た
へ
は
い
よ
へ

く
た
り
て
し
ほ
か
せ
に
ふ
か
れ
い
ろ
く
ろ
み

見
く
る
し
く
候
へ
は
み
ゝ
え
ん
事
も
は

つ
か
し
く
て
ま
い
り
候
は
す
い
か
は
か
り
御
つ
れ

〳
〵
に
そ
候
ら
ん
ふ
る
さ
と
へ
ま
し
〳
〵

て
御
な
く
さ
み
も
や
候
へ
し
と
文
つ
か

わ
し
給
へ
は
き
た
の
か
た
お
も
ひ
も
う
け

た
る
事
な
り
と
て
と
き
を
う
つ
さ
す

い
て
た
ま
ふ
天
下
と
ゝ
め
給
へ
と
も
つ

ゐ
に
い
て
さ
せ
給
ふ
そ
の
ゝ
ち
天
下
殿
中
将
と
の

を
ふ
け
う
と
あ
り
け
れ
は
き
た
の
ま
ん
と
こ

ろ
の
お
ほ
せ
に
は
み
ろ
く
御
め
み
せ
て
こ

そ
お
か
せ
ら
る
へ
け
れ
御
ふ
け
う
は
ゆ
め

〳
〵
か
な
ふ
ま
し
き
御
事
と
い
ろ
〳
〵
申

給
へ
は
御
ふ
け
う
は
ゆ
る
さ
れ
け
り
さ
て

き
た
の
ま
ん
こ（
マ
マ
）と

ろ
四
人
の
き
ん
た
ち
を

め
し
て
此
事
を
な
け
か
せ
給
ふ
四
人
の
き

ん
た
ち
と
申
は
中
将
と
の
あ
ね
き
み
三

人
い
も
う
と
き
み
一
人
な
り
一
に
は
と
き



（41）

の
に
よ
こ
れ
い
け
い
て
ん
二
に
は
中
く
う
の

御
そ
く
ち
よ
三
に
は
な
か
を
か
の
く
わ
ん
は
く

と
の
の
き
た
の
ま
ん
と
こ
ろ
四
に
は
内
大
臣

と
の
の
き
た
の
か
た
此
き
ん
た
ち
に
む
か
い
な

け
き
お
ほ
し
め
す
や
う
を
か
た
り
給
へ
は
き
ん

た
ち
お
ほ
せ
け
る
や
う
は
や
す
き
ほ
と
の
御

事
な
り
中
将
と
の
は
き
わ
め
て
も
の
は
ち

す
る
人
な
り
お
も
ふ
中
を
さ
け
ぬ
れ
は

そ
の
お
も
ひ
に
あ
く
か
れ
さ
ん
り
ん
に
入

ぬ
れ
は
お
や
も
子
も
と
も
に
身
を
い
た
つ
ら

に
な
し
ち
や
う
や
の
や
み
に
ま
よ
ふ
事
あ
り

た
ゝ
此
あ
ま
の
子
を
お
も
ふ
よ
し
に
て
わ
れ

ら
か
中
へ
よ
ひ
い
た
し
か
た
く
な
し
き
事
を
見

あ
ら
は
し
こ
ゑ
〳
〵
に
は
ら
ひ
の
ゝ
し
ら
は
な
と
か

は
ち
て
す
て
さ
る
へ
き
い
つ
く
の
あ
ま
の
子

な
る
ら
ん
は
る
〳
〵
つ
れ
て
の
ほ
り
す
て
さ
る

へ
き
事
よ
と
の
給
へ
は
け
に
も
と
て
さ
ら

は
め
つ
ら
し
き
つ
く
り
物
を
さ
せ
ん
と
て
ほ
う

ら
い
の
山
を
物
の
し
や
う
す
に
つ
く
ら
せ

ら
る
さ
て
大
か
く
の
す
け
と
申
に
う
は
う
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世
に
す
く
れ
た
る
物
は
ら
い
の
わ
ん
さ
ん
人
な

り
こ
れ
を
つ
か
ひ
に
て
中
将
と
の
へ
ま
い
り

申
へ
き
や
う
は
四
人
の
き
ん
た
ち
の
御
つ
か
い

に
ま
い
り
て
候
さ
こ
そ
御
つ
れ
〳
〵
に
そ
候

ら
ん
と
お
し
は
か
ら
れ
て
候
こ
な
た
へ
入
せ
た
ま

ひ
て
御
あ
そ
ひ
候
へ
と
あ
り
け
れ
は
大
か
く

ま
い
り
て
そ
の
と
を
り
を
そ
申
け
る
中
将
殿

ひ
め
き
み
に
そ
れ
〳
〵
御
返
事
申
さ
せ
給
へ
と

の
た
ま
へ
は
ひ
め
き
み
お
ほ
せ
け
る
は
を
ん

こ
く
の
も
の
は
と
う
さ
い
を
も
わ
き
ま
へ
す
候

八
重
た
つ
雲
の
ほ
か
は
見
す
み
や
こ
の

ま
し
は
り
お
も
ひ
も
よ
ら
す
候

　
　
　

か
く
て
一
日
も
候
へ
は
中
将
と
の

　
　
　
　

御
た
め
は
ち
か
ま
し
く
候
ほ
と
に

　
　
　
　
　

お
も
ひ
も
よ
ら
す
と
の
給
へ
は

　
　
　
　
　
　
　

大
か
く
か
へ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
よ
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
は



（43）

こ
と
葉
の
つ
ゝ
き
は
お
も
し
ろ
し
さ
れ
と
も

こ
ゑ
は
な
ま
り
て
お
か
し
か
る
ら
ん
た
ゝ
よ
ひ

よ
せ
て
わ
ら
は
ん
と
て
か
さ
ね
て
の
御
つ
か
ひ
に

は
し
ろ
き
し
や
う
そ
く
に
か
ら
あ
や
の
は
か
ま

そ
へ
て
御
ち
の
人
に
も
た
せ
ま
た
大
か
く
を
つ
か

は
さ
る
四
人
の
き
ん
た
ち
の
お
ほ
せ
に
は
御
つ

れ
〳
〵
を
し
は
か
り
ま
い
ら
せ
て
か
や
う
に
た
ひ

〳
〵
申
に
な
と
や
御
い
て
ま
し
ま
さ
ぬ
そ
中

将
と
の
御
ゆ
る
し
な
き
や
ら
ん
か
ま
い
て
と
く
〳
〵

わ
た
ら
せ
給
へ
ま
た
き
た
の
ま
ん
と
こ
ろ
の
お
ほ

▲
再
度
の
遣
い
を
出
す
き
ん
た
ち



『
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せ
に
そ
こ
れ
に
も
わ
か
き
に
う
は
う
の
あ
ま
た

さ
ふ
ら
へ
は
な
に
か
わ
く
る
し
か
る
へ
き
か
ま
ひ

て
御
入
ま
し
〳
〵
て
あ
そ
は
せ
給
ひ
候
へ
と
の

お
ほ
せ
に
て
候
と
申
け
れ
は
中
将
と
の
ま
こ
と

に
た
ひ
〳
〵
お
ほ
せ
く
た
さ
る
ゝ
事
を
そ
れ
入
て

候
み
つ
か
ら
い
か
て
せ
い
す
へ
き
は
や
御
返
事
申

さ
せ
給
へ
と
あ
り
し
か
は
ひ
め
き
み
の
給
ふ
は

て
ん
し
や
う
の
う
て
な
の
す
ま
ゐ
き
ん
か
く
の
御
わ
さ

か
り
そ
め
に
も
み
ゝ
に
ふ
る
ゝ
事
な
け
れ
は
は
ゝ

か
り
ま
い
ら
せ
候
へ
と
も
千
引
の
い
し
を
う
こ
か
し

て
と
申
さ
せ
給
へ
と
あ
り
し
か
は
大
か
く
か
へ
り

て
此
よ
し
を
申
四
人
の
き
ん
た
ち
千
引
の
い

し
と
は
い
か
な
る
事
や
ら
ん
と
の
た
ま
へ
は
ま
ん

と
こ
ろ
の
た
ま
ひ
け
る
は
千
引
の
石
を
う
こ
か
し
て

と
は
千
人
し
て
引
と
も
う
こ
く
ま
し
き
石
な
れ

と
も
お
ほ
せ
の
お
も
さ
に
ゆ
る
き
い
つ
る
と
い
ふ

事
な
り
さ
て
は
こ
し
と
お
も
ふ
か
や
い
さ
や
ま

ふ
け
せ
ん
と
て
こ
ゝ
を
は
れ
と
い
て
た
ち
給
ふ

れ
い
け
い
て
ん
は
を
み
な
へ
し
の
十
五
に
も
え

き
に
ほ
ひ
の
う
ち
き
く
れ
な
ゐ
の
ひ
と
へ
に



（45）

く
れ
な
ゐ
の
み
へ
の
は
か
ま
め
し
た
り
中
く
う
の

み
や
す
と
こ
ろ
は
も
み
ち
か
さ
ね
の
十
五
に
は
し

の
に
ほ
ひ
の
う
ち
き
う
す
く
れ
な
い
の
ひ
と
へ
に

こ
れ
も
み
へ
の
は
か
ま
め
し
ぬ
く
は
ん
は
く
の
き
た

の
ま
ん
と
こ
ろ
は
い
も
り
の
御
そ
十
五
に
う
す
く
れ

な
ゐ
の
み
へ
の
は
か
ま
め
さ
れ
た
り
内
大
臣
と
の
ゝ

き
た
の
御
か
た
は
菊
の
に
ほ
ひ
の
十
五
に
む
ら
さ
き

の
一
重
に
こ
れ
も
く
れ
な
ゐ
の
三
へ
の
は
か
ま
め

し
た
り
一
人
の
き
ん
た
ち
に
三
人
つ
ゝ
の
に
う
は
う

を
つ
け
い
ろ
〳
〵
こ
し
ら
へ
花
を
む
す
ひ
て

い
て
た
ち
け
り
四
人
の
き
ん
た
ち
を
な
ら
へ
お

き
母
う
へ
御
ら
ん
し
て
た
な
は
た
ひ
こ
ほ
し
の
あ

ま
の
か
わ
ら
に
た
ち
い
て
ゝ
か
さ
ゝ
き
の
は
し
を
わ

た
し
し
や
う
の
は
や
し
に
あ
そ
ひ
給
ふ
も
わ
か
き

ん
た
ち
に
は
よ
も
ま
さ
ら
し
ま
し
て
や
い
は

む
い
な
か
の
も
の
し
か
も
あ
ま
の
子
さ
こ
そ
か
た
く

な
し
く
お
か
し
か
る
ら
ん
は
や
こ
よ
か
し
見
て

わ
ら
は
ん
と
の
給
ふ
と
こ
ろ
に
御
く
る
ま
ち
か
く
成

ぬ
る
と
申
せ
は
中
門
へ
よ
せ
さ
せ
よ
も
や
の
み
す

の
ま
へ
を
し
ゆ
て
ん
へ
上
殿
は
る
か
に
ね
ら
す



『
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へ
し
と
さ
た
め
ら
れ
た
り

　

ら
う
に
や
く
を
き
ら
は
す
上
ら
う

　
　

女
は
う
わ
れ
も
〳
〵
と
あ
ま
の

　
　
　

子
み
ん
と
て
ひ
し
め
き
け
る

　
　
　
　
　
　
　

よ
そ
ほ
ひ

　
　
　
　
　

中
将
の
御
た
め

　
　
　
　
　
　
　

は
ち
か
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
へ
け
る



（47）

さ
る
ほ
と
に
中
将
と
の
は
此
人
い
か
ゝ
あ
ら
ん
と

お
ほ
つ
か
な
く
お
ほ
し
め
し
て
御
さ
ま

を
や
つ
し
い
た
し
き
の
下
に
入
て
あ
そ
ひ

の
や
う
を
き
ゝ
給
ふ
ひ
め
き
み
の
御
と
も

に
は
さ
こ
ん
の
せ
う
な
り
御
く
る
ま
よ
せ

て
は
る
か
に
の
き
て
か
し
こ
ま
る
く
る
ま
よ
せ

の
つ
ま
戸
の
ま
へ
に
は
た
か
と
う
た
い
に

火
を
か
ゝ
け
て
女
は
う
三
人
手
こ
と
に

し
そ
く
ふ
と
く
し
て
も
ち
た
れ
は
き
う

か
さ
ん
ふ
く
の
な
つ
の
日
草
も
ゆ
る
か
す
て
る



『
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ひ
よ
り
も
な
お
あ
き
ら
か
に
く
ま
な
し
に
う

は
う
さ
し
よ
り
て
し
た
す
た
れ
を
か
き
あ

け
は
や
〳
〵
お
り
さ
せ
給
へ
と
申
せ
と
も
へ
ん

し
を
も
し
た
ま
は
す
い
か
に
も
す
た
れ
を

お
さ
へ
て
か
き
あ
け
た
ま
は
ね
は
を
の
〳
〵

さ
ゝ
や
き
申
け
る
は
く
う
て
ん
ら
う
か
く
玉
の

う
て
な
ゆ
め
に
も
み
し
さ
う
な
く
お
り

か
ね
た
る
も
こ
と
は
り
な
り
と
そ
申
け
る
や
ゝ

し
は
ら
く
あ
り
て
い
ま
は
人
〳
〵
お
も
ひ
わ

す
れ
た
り
と
お
も
ふ
お
り
ふ
し
お
り
さ
せ

給
ひ
て
た
れ
か
い
し
や
く
も
申
さ
ね
は
み
つ

か
ら
き
ぬ
の
つ
ま
ひ
き
あ
は
せ
は
か
ま
の
き

き
は
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
御
く
し
か
き
な
て

小
そ
て
の
う
へ
に
ゆ
り
な
か
し
あ
ふ
き

か
さ
し
た
ま
は
す
お
し
た
ゝ
み
て
そ
も
た
せ

給
ふ
も
や
の
み
す
の
ま
へ
を
て
ん
し
や
う
は
る

か
に
あ
ゆ
み
給
ふ
御
す
か
た
は
さ
み
た
れ
に

み
つ
ま
さ
る
む
つ
た
の
よ
と
の
か
わ
や
な
き

の
あ
や
め
ま
こ
も
の
上
を
こ
す
よ
り
な
を
た

を
や
か
な
り
ひ
す
い
の
か
ん
さ
し
は
き
ぬ
の



（49）

す
そ
に
あ
ま
り
て
八
尺
ゆ
た
か
に
ゑ
ん
の

う
へ
を
そ
ひ
か
れ
け
る
や
な
き
の
糸
を
は
る

か
せ
の
ふ
き
み
た
れ
た
る
よ
り
な
を
ほ
そ
く

た
を
や
か
な
り
あ
は
れ
御
す
か
た
を
ゑ
に

か
き
て
あ
ま
ね
く
人
に
み
せ
は
や
な

い
か
な
る
ゑ
し
も
ふ
て
に
う
つ
し
か
た
く

そ
お
ほ
え
け
り
さ
て
御
さ
の
う
へ
に
な
を

り
う
ち
そ
は
み
て
そ
お
は
し
ま
す
さ
て

見
み
ま
は
し
給
へ
は
に
し
き
の
し
と
ね
あ
や

の
き
ち
や
う
さ
こ
ん
の
ゆ
か
た
ま
の
す
た
れ

一
の
人
の
御
前
な
れ
は
こ
ゝ
ろ
に
て
お
も
ひ
し

に
わ
か
ち
ゝ
の
に
し
の
た
い
を
こ
し
ら
へ
た

ま
ひ
し
に
ま
さ
り
た
り
と
も
お
ほ
え
す

む
か
し
を
こ
ふ
る
な
み
た
つ
ゝ
む
に
た
え

ぬ
み
た
れ
か
み
か
そ
ふ
る
そ
て
に
あ
ま

れ
る
を

　
　

さ
ら
ぬ
て
い
に
も
て
な
し

　
　
　
　
　
　

た
ま
ふ
御
け
し
き

　
　
　
　
　
　
　

た
と
へ
ん
か
た
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
う
た
け
な
り
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き
ん
す
る
こ
ゑ
よ
り
も
な
を
お
も
し
ろ
き

御
こ
は
ね
な
り
そ
の
と
き
れ
い
け
い
て
ん

こ
と
を
と
り
い
た
し
ち
と
あ
そ
は
し
給
へ

と
あ
り
け
れ
は
ひ
め
き
み
の
た
ま
ふ
は

い
そ
に
し
く
る
ゝ
ま
つ
の
か
せ
お
き
の
か
も
め

の
と
も
よ
ふ
こ
ゑ
よ
り
ほ
か
は
き
ゝ
な
ら
は

ぬ
身
に
て
候
へ
は
か
や
う
の
こ
と
ゝ
や
ら
ん
は

お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
と
の
給
へ
は
中
将
殿

い
た
し
き
の
下
に
て
き
こ
し
め
し
か
ほ
と

の
事
と
か
ね
て
し
り
な
は
な
と
か
ひ
わ

▲
姫
を
迎
え
る
北
の
政
所



（51）

こ
と
を
し
へ
さ
る
へ
き
よ
し
〳
〵
ひ
わ
こ
と

引
す
と
も
九
ほ
ん
れ
ん
た
い
の
雲
の
上
ま
て

も
は
な
れ
ま
し
き
物
を
と
お
ほ
し
め
し

て
さ
て
き
ゝ
給
へ
は
れ
い
け
い
て
ん
せ
ひ

あ
そ
は
せ
と
あ
り
し
か
は
ひ
め
き
み

つ
め
も
な
く
候
も
の
を
と
の
た
ま
へ
は
御
手

を
り
や
う
か
く
の
も
と
に
そ
へ
ら
れ
け
れ

は
そ
む
き
か
た
き
お
ほ
せ
や
と
て
御
ひ
さ

の
う
へ
に
か
き
の
せ
給
ひ
て
こ
と
ち
た
て

な
を
し
二
七
の
を
か
き
あ
わ
せ
ひ
き
給
へ
は

こ
ゝ
ろ
こ
と
は
も
お
よ
は
れ
す
つ
ゐ
に
か
ほ
と

の
こ
と
の
上
手
は
き
か
す
と
み
な
〳
〵
お
ほ
し

め
し
け
る
お
も
し
ろ
き
事
申
は
か
り
も
な
し

さ
て
ま
た
ひ
わ
を
ま
い
ら
せ
て
こ
れ
あ
そ
は

せ
と
あ
り
け
れ
は
お
も
ひ
も
よ
ら
す
候
と

し
き
り
に
し
た
い
あ
り
し
か
と
も
御
こ
と

の
や
う
に
あ
そ
は
し
給
へ
と
て
御
ひ
わ
を

さ
し
よ
せ
給
へ
は
あ
ら
そ
む
き
か
た
や
と
て

御
ひ
わ
を
と
り
な
お
し
を
あ
は
せ
を
し
て

な
ら
し
給
ふ
は
ち
を
と
ま
き
の
い
た
と
を



『
い
は
や
』

（52）

こ
と
〳
〵
し
く
あ
ら
れ
た
ま
ち
る
お
と
よ
り

も
な
を
け
た
か
く
そ
き
こ
え
け
る
さ
て
ひ
の

御
さ
の
上
に
ゐ
な
を
り
は
ん
し
き
に

ね
を
と
り
り
や
う
せ
ん
た
く
ほ
く
の
三
き
よ
く

二
へ
ん
ま
て
こ
そ
ひ
か
れ
け
れ
雲
の
う
へ

ま
て
も
す
み
の
ほ
り
天
人
も
あ
ま
く
た
り

ほ
さ
つ
も
こ
ゝ
に
よ
ふ
か
ふ
あ
る
か
や
神
も

め
て
た
く
ゑ
み
給
ふ
ら
ん
と
き
ゝ
し
ら
ぬ
も

の
ま
て
も
そ
ゝ
ろ
に
そ
て
を
そ
し
ほ
り
け

る
中
将
と
の
ゝ
こ
ゝ
ろ
の
内
な
に
ゝ
た
と
へ
ん

か
た
そ
な
き
さ
て
あ
か
つ
き
に
も
な
り
ぬ
れ

は
御
む
か
ひ
の
く
る
ま
ま
い
り
ぬ
い
と
ま
申
て

と
の
給
へ
は
い
ま
し
は
ら
く
と
ひ
き
と
ゝ
め

て
そ
の
と
き
れ
い
け
い
て
ん
は
御
こ
と
の
や
く

み
や
す
所
は
御
ひ
わ
の
や
く

　
　
　

そ
の
ほ
か
ほ
う
け
う
ひ
ち
り
き

　
　
　
　

と
り
〳
〵
に
て
ひ
め
き
み
は
わ
こ
ん

　
　
　
　
　

を
ま
い
ら
せ
た
ま
ひ
て

　
　
　
　
　
　

か
く
を
そ
は
し
め

　
　
　
　
　
　
　

給
ひ
け
る
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ま
こ
と
に
こ
く
ら
く
し
や
う
と
に
て
廿
五
の

ほ
さ
つ
た
ち
の
あ
そ
は
す
か
く
も
か
く
や
と

お
も
ひ
し
ら
れ
た
り
夜
も
ほ
の
〳
〵
と
あ
け

け
れ
は
御
い
と
ま
こ
い
ま
し
〳
〵
て
御
く
る
ま

に
そ
め
し
給
ふ
人
〳
〵
御
な
こ
り
を
し

さ
に
御
く
る
ま
よ
せ
ま
て
い
て
給
ひ
こ
れ

ま
て
ま
い
り
て
候
と
の
た
ま
ふ
さ
た
め
て
を

そ
れ
入
て
候
と
の
給
は
ん
と
お
も
ひ
し
に

さ
は
の
た
ま
は
て
御
く
る
ま
の
し
た
す
た
れ
を

あ
け
て
な
に
事
も
せ
ん
あ
く
二
つ
の
な
ら
い

▲
和
琴
を
ひ
く
姫
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む
く
ひ
あ
る
事
に
て
ま
い
る
ま
し
き
と

申
つ
る
を
し
き
り
に
め
し
つ
る
む
か
ひ
に

こ
れ
ま
て
の
御
い
て
は
と
て
す
て
に
お
り

さ
せ
た
ま
は
ん
と
し
給
ふ
御
け
し
き

こ
と
は
の
し
な
に
い
た
る
ま
て
ゆ
ふ
に

や
さ
し
く
お
は
し
ま
す
き
た
の
ま
ん
と
こ
ろ

の
お
ほ
せ
に
は
ふ
し
き
な
り
と
よ
中
こ
ろ

ほ
り
河
の
大
納
言
の
み
や
は
ら
の
ひ
め
き
み

こ
そ
て
か
き
か
く
し
や
う
に
て
う
た
れ
ん
か

の
み
ち
な
に
ゝ
つ
け
て
も
く
ら
か
ら
す
ひ
わ

こ
と
わ
こ
ん
な
と
を
は
十
さ
い
よ
り
内
に
て

そ
の
み
な
も
と
を
き
は
め
ら
る
ゝ
さ
ら
に

ほ
ん
ふ
と
は
お
ほ
へ
す
と
て
人
〳
〵
こ
ゝ
ろ

を
か
け
ら
れ
し
わ
れ
も
中
将
の
た
め
に

こ
は
ん
と
せ
し
か
と
も
四
位
の
せ
う
し
や
う

に
せ
ん
を
こ
さ
れ
て
ち
か
ら
を
よ
は
て

あ
り
し
に
そ
の
こ
ろ
大
納
言
た
さ
い
ふ
へ

く
た
り
し
に
あ
か
し
の
う
ら
に
て
日
本
に

さ
う
お
う
せ
す
と
て
り
う
く
う
へ
と
ら
れ
て

さ
て
こ
そ
四
位
の
せ
う
し
や
う
は
こ
れ
を
か
な
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し
み
し
よ
し
や
の
山
に
有
と
は
き
け
そ
の
姫
君

も
今
世
の
あ
ま
の
む
す
め
に
は
よ
も
あ
ら
し

に
く
し
と
思
ふ
わ
れ
ら
た
に
あ
し
き
所
は
み

い
た
さ
す
み
れ
共
〳
〵
あ
く
事
な
し
何
と
い
ふ

と
も
中
将
此
人
を
は
よ
も
す
て
し
す
て
ぬ
物
ゆ
へ

に
に
く
み
て
か
い
も
な
し
右
大
臣
の
む
す
め
も

中
将
の
み
手
は
よ
め
な
ら
す
あ
ま
の
子
な
り
と
も
我

子
の
み
る
こ
そ
よ
め
な
れ
此
人
に
す
き
た
る
人
は

よ
も
あ
ら
し
い
た
は
し
や
さ
こ
そ
た
よ
り
の
な
か
る
ら
ん
人

を
つ
か
は
す
へ
し
と
て
ゑ
も
ん
の
か
み
兵
衛
の
す
け
ゑ
も
ん
の

つ
ほ
ね
に
女
房
三
人
は
し
た
も
の
三
人
う
え
は
ら
は
三

人
十
二
人
の
も
の
と
も
を
車
三
両
に
の
せ
て
つ
か
は
し

給
ひ
け
り
を
く
り
文
に
夕
へ
は
け
ん
さ
ん
に
入
参
せ
う

れ
し
く
こ
そ
候
へ
誠
に
さ
ま
〳
〵
御
い
と
な
み
に
心

も
き
へ
か
へ
り
し
や
う
か
い
の
思
出
と
こ
そ
そ
ん
し
候
へ

は
し
め
て
の
け
ん
さ
ん
な
れ
と
も
百
年
も
な
し
み

た
る
心
地
し
て
御
か
へ
る
さ
の
な
こ
り
お
し
さ
い
か

は
か
り
と
も
思
し
め
す
い
ま
よ
り
の
ち
は
日
〳
〵

に
も
御
入
ま
し
〳
〵
て
み
つ
か
ら
な
く
さ
め
て

た
ひ
候
へ
中
将
に
く
し
給
へ
は
わ
か
身
の
子
共
に
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か
は
る
事
は
な
く
候
ま
た
此
も
の
と
も
み
く
る

し
く
候
へ
と
も
と
し
こ
ろ
の
め
し
つ
か
ひ
も
の

と
も
に
て
候
は
ち
さ
せ
た
ま
は
て
御
つ

か
い
候
へ
と
て
を
く
ら
れ
け
る
こ
そ
あ
り
か
た

け
れ
ひ
め
き
み
御
ふ
み
御
ら
ん
し
て
い
ま

は
す
こ
し
の
た
よ
り
も
あ
り
と
御
よ
ろ
こ
ひ

ま
し
〳
〵
て
世
に
す
く
れ
た
る
御
手
せ

き
に
て
御
返
事
を
そ
あ
そ
は
し
け
る

き
た
の
ま
ん
と
こ
ろ
四
人
の
き
ん
た
ち
と
も
に

御
ら
ん
し
て
さ
て
も
い
つ
く
し
き
御
手
か
な

す
み
つ
き
ふ
て
の
た
て
と
も
し
の
な
ら

ひ
に
い
た
る
ま
て
ま
こ
と
に
に
ん
け
ん
の

わ
さ
と
は
見
え
さ
り
け
る
と
そ
の
た
ま
ひ

け
る
そ
の
と
き
中
将
と
の
お
ほ
せ
け
る
は

い
ま
は
な
に
と
て
か
ほ
と
ま
て
つ
ゝ
ま
せ

た
ま
ふ
へ
か
ら
す
あ
り
の
ま
ゝ
に
か
た
り
給
へ

み
つ
か
ら
に
さ
の
み
に
物
な
お
も
は
せ
た
ま
ひ

そ
と
の
た
ま
へ
は
ひ
め
き
み
さ
め
〳
〵
と

う
ち
な
き
給
ひ
て
お
や
な
れ
は
あ
ま
の
か
た

そ
ゝ
ろ
に
こ
ひ
し
く
て
た
も
と
の
か
は
く
ひ
ま
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も
な
し
御
心
に
か
ゝ
ら
ぬ
は
こ
と
は
り
な
り

わ
れ
ら
か
た
め
に
は
お
や
な
れ
は
わ
す
る
ゝ

事
も
候
は
す
と
な
を
も
つ
ゝ
ま
せ

給
ひ
け
り
さ
る
ほ
と
に
あ
か
し
の
あ
ま
は

し
ゆ
つ
け
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
ふ
か
く
て
と
こ
ろ

の
も
く
代
ゆ
る
さ
ね
は
ち
か
ら
な
く
し
て

女
の
あ
ま
は
か
り
か
み
そ
り
御
け
う
や
う
さ
ま

〳
〵
い
た
す
そ
う
し
て
し
や
う
あ
る
物
を
は

と
ら
す
し
て
わ
か
め
か
ち
め
あ
ま
の
り
こ
ふ

の
り
な
と
の
た
く
い
を
と
り
て
世
を
そ
わ
た
り

け
る
お
り
〳
〵
は
山
に
入
野
に
ま
よ
ひ
花

を
た
を
り
み
つ
を
む
す
ひ
て
あ
け
く
れ

ひ
め
き
み
の
御
ほ
た
い
ふ
か
く
と
ふ
ら
ひ
け
り

あ
る
と
き
中
将
と
の
か
も
八
ま
ん
へ
し
ん

め
を
ま
い
ら
せ
ら
る
な
に
事
の
御
い
の
り

そ
と
き
く
に
ひ
め
き
み
た
ゝ
な
ら
す
わ
た

ら
せ
給
ふ
か
は
や
五
月
に
な
ら
せ
給
ふ

そ
の
い
の
り
の
た
め
と
そ
き
こ
え
け
る

そ
の
ゝ
ち
天
下
の
お
ほ
せ
に
は
中
将
は

あ
ま
の
子
に
く
し
ぬ
れ
わ
か
子
に
あ
ら
す
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む
ま
れ
た
ら
ん
子
な
ん
し
に
て
も
に
よ
し

に
て
も
そ
れ
を
我
子
に
す
へ
し
む
ま

れ
た
ら
ん
と
き
は
ゝ
か
ひ
さ
に
お
か
す
し
て

い
た
き
と
り
こ
れ
へ
わ
た
す
へ
し
と
あ
り
け

り
ほ
と
な
く
月
日
か
さ
な
り
て
御
さ
ん
た

い
ら
か
に
せ
さ
せ
給
ふ
あ
た
り
も
か
ゝ
や
く

ほ
と
の
し
か
も
わ
か
き
み
に
て
そ
ま
し

〳
〵
け
る
大
納
言
の
す
け
き
ぬ
の
そ
て
に

つ
ゝ
み
と
り
ま
い
ら
せ
二
条
に
し
の
た
う
ゐ
ん

の
中
納
言
と
の
を
御
め
の
と
に
め
さ
れ

こ
ひ
に
ゑ
い
く
わ
に
は
ほ
こ
る
へ
き

世
に
す
め
は
か
ゝ
る
事
を
う
け
た
ま

は
る
と
て
も
と
ひ
き
り
か
う
や
さ
ん
へ
上
り

し
を
ほ
め
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
れ
ひ
め

き
み
の
は
ゝ
み
や
の
御
と
き
の
人
〳
〵

こ
の
よ
し
を
う
け
た
ま
は
り
わ
れ
も
〳
〵

と
ま
い
り
ふ
ん
〳
〵
し
よ
り
や
う
を
た

ま
は
り
て
さ
か
え
け
り
さ
る
ほ
と
に

月
日
か
さ
な
り
て
わ
か
き
み
十
九
に
て

大
し
や
う
を
う
け
た
ま
へ
り
ひ
め
き
み
は
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女
御
に
ま
い
り
た
ま
ふ
た
い
の
や
は
き

た
の
ま
ん
と
こ
ろ
と
申
て
め
て
た
く

さ
か
へ
た
ま
ふ
を
と
を
き
は
き
ゝ
て
う
ら

や
み
ち
か
き
は
た
の
し
む
い
て
い
り
の
も

す
そ
を
つ
ら
ね
ひ
か
り
を
か
さ
し
ふ
つ
き

は
ん
ふ
く
た
と
へ
ん
か
た
も
ま
し
ま
さ
す

か
ゝ
る
た
く
ひ
す
く
な
き
ひ
め
き
み
は
し
や
う

こ
も
い
ま
も
す
へ
の
代
も
あ
り
か
た
し

と
そ
お
ほ
へ
け
る
人
た
め
に
よ
き

も
の
は
け
ん
せ
あ
ん
お
ん
こ
し
や
う
せ
ん

し
よ
と
佛
も
と
き
て
お
き
た
ま
へ
り

御
ち
き
り
あ
さ
か
ら
す
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

の
ち
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
と
も
に

　
　
　
　

わ
う
し
や
う
の
そ
く
わ
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
け
給
ふ

　
　
　
　
　
　

二
世
の
ち
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
れ
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